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YD3 区 5 号住居址

YD3 区 5 号住居址
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YD3区5 号住居址毅土遺物出土状況

YD3 区 5 号住居址一括遺物出土状況
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図63 Y D  3区5号住居址土器出土状況実測図(I : 30) 
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図64 YD 3区5号住居址出土土器実測図① (I : 4) 
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図65 YD 3区5号住居址出土土器実測図②(1 : 4) 
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YD 3区5号住居址出土土器

No. 1 

No. 5 

No.16 

No. 6 

No. 5 No. 2 

No.13 No.20 

- 87 -



YD3区5号住居址出土土器

No. 7 No. 8 

No. 9 No.10 

No.11 No.12 

No.22 No.24 
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IZ24号土士廣 （図27• 66• 67) 

平面形は径約2. 40m ほどの円形で、 深さ約1 . 70mである。 地

山面を掘り抜いて底部は 湧水層にまで 達しているため井戸址と

考えられる。 掘り込みは 上部にいったんテラス状の平坦面を作

りだし 、 さらに底部まで 直線的に掘り込まれている。 覆土は大

ぎく 3層に分離されたが 、 覆土中層より土器が一括投棄された

ような状況で出土している。 井戸廃絶に伴う何らかの祭祀行為

の結果である可能性も考えられる。

出土土器には壷(1 ·2)、 甕(5 ·10· 11)、 鉢(9)、 小

型丸底鉢 (3)、 杯(4)、 甑(6)、 器台(7)、 小型高杯

(8)がある。 壷(1)は 有段口縁壷で 、 外面は全体に丁寧に _____A__ 

箆磨きされ 、 また 胴部下半には焼成後の穿孔がなされている。

形態からは北陸地方からの影響が 強く 伺われる。(5)は ほぼ

完形の甕であるが 胴 上半は刷毛整形され下半は 箆削りで 仕上げ

られる。 また外面 胴中位以上は 煮沸による煤の付着が 著しく認

められる。 これらの土器群もその様相からは 、 畿内における布

A 

留2式期に並行するものととらえられよう。

犬

言
7

L
 

久

_x__ 

A' 
381.10 m 

図66 I Z 24号土堀土器出土状況実測図
(1 : 30) 

ニ 2

□ 
ロ

ロクロロ
J·Aら,.,,� ロ：
〇 10cm 

図67 IZ24号土堀出土土器実測回(1 : 4) 
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 ゜ 10cm 

図68 FM2区2号土拡出土土器実測図(1 : 4) 

FM 2区 2号土頌 （図 8 ·68)

平面形は長軸1. 20m、 短軸0 . gomほどの楕円形プランをていし 、 深さ約30cmである。 覆土内より 壷(1· 2)、

甕(3· 4)、 鉢(5)、 小型高坪( 6)が出土している。 甕(3· 4)はともに形態の上からは、 弥生時代後期

箱清水式期の伝統を色濃く残存させているが 、 整形は刷毛整形後なでられるのみでもはや 箆磨き整形はなされて

いない。

FM 4区 20号溝址 （図13 • 69) 

北西から南東方向へ直線的に 伸びる形態の溝址で 、 長さ 7m程を検出した。 確認面での幅は平均zm、 溝底幅

90cmで断面逆台形を呈する。 毅土中 位より 、 壷(1)、 甕(2 - 7)が出土している。 甕(2)は口縁部をツマ

ミ上げ気味に面取りする技法は北陸からの影咽、 脚台は東海からの影響ととらえられ 、 両地方の影響を取り 入れ

た特異なものである。(4 - 6)は口縁部の成形ならぴに 胴部の 刷毛整形法などに東海地方のS字状口縁甕形土

器の影響が 伺われる。

＼
 

\ 
5 図

6 ， 

口 ＼
 

ご
＼

゜ 10cm 

FM4 区20号溝址出土土器実測図(1 : 4) 
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図70 FM 5区13号住居址土器出土状況実測図(1 : 40) 

4 古墳時代中期

FM 5区 13号住居址 （図14; 70�74) 

一辺5. gomほどの隅丸方形住居址である。 住居址南側％ 程は調査区外となる。 検出された柱穴は不規則でその

配置は不明瞭であるが、 P 1 · P  2を含む4本方形の主柱穴配置か予想される。 住居址東側の壁際に幅平均1. 0

m 、 深さ10cmほどの溝伏の落ち込みが確認されているが、 その性格は不明である。 炉は奥壁側主柱穴間 ほぼ中央

に位置し地床炉である。 平面形は径約50cmはどの円形で深さ15cmほどである。 内部には焼土 ・ 炭化物等が充満し

ていた。 床面は全体に軟弱で不明瞭なものであった。

奥壁側を中心に床面より10cmほど浮いた状況で多羅の土器群が出土している。 住居廃絶後に一括投棄されたも

のである可能性が高い。 出土土器には壷(1 -7)、 直口 壷( 8 · 9)、 甕(10·11)、 鉢(12) 、 甑(13) 、 片ロ

(14) 、 高坪(15-17) 、 小型丸底柑(18-22) などがある。 これらの土器群で特徴的な ことは、 胴部に焼成後の

穿孔がなされているものが多い ことである(1 · 5 · 6 · 7 ·14)。 仮器化を意識したものであろうか。 時期的

には更埴市の城の内第 1様式に並行するものと考えられる。
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FM5区13号住居址土器出土状況
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FM5区1 3号住居址実測図 (1 : 60) 
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因72 FM5区13号住居址出土土器実測図①(1 : 4 
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図73 FM 5区13号住居址出土土器実測図②(1 : 4) 
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FM5区13号住居址出土土器

No. l No. 2 

No. 5 No. 4 

No. 6 No. 7 
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FM5区13号住居址出土土器

No.11 No.14 

No.13 No.20 

No.18 No.19 

No.15 No.16 
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図74 FM 5 区13号住居址出土土器実測図③(1 : 4) 
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図75 FM 5区5号住居址実測図(1 : 60) 

FM 5区 5号住居址 （図75• 76) 

一辺約6.0mのやや不整な隅丸方形

住居址である。 主柱穴はPl-P4 で

4本方形配列である。 北• 西壁際に壁

周溝が巡る。 炉は奥壁側主柱穴間中央

に位置し 、 径約50cmの地床炉である。

またPl · P3 間中央やや内側にも小

規模な炉が存在する。 出土土器には甕

( 1) 、 小型丸底地(2 · 3) 、 高坪

(4· 5 ) がある。
''''' 

図76 FM 5 区5 号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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FM 2区 23号住居址

（図77 ·78)

南側％程が調査区外とな

るか 、 一辺約5. 20111ほどの

隅丸方形住居址である。 検

出された柱穴の配置は不規

則なもので、 主柱穴配列等

不明である。 床面も全体に

軟弱で、 炉址なども確認で

きなかった。 覆土上層より

比較的多醤の土器が出土し

ているが古墳時代前期にさ

かのぼるものも存在しかな

りの時間幅を有している。

出土土器には壷( 1· 2
. 9)、 甕(3 · 5· 7·

8 )、 甑(4)、 高坪( 6 )

がある。 (7 ) (9 ) は

古墳時代前期の混入品であ

ろう。

/co 
/to @ 

1 r 

g O \\_K_ 

応〕 い

¥l \ ft!! 
゜ 2 m 

A , 
A' 

361.0m 

FM2 区23号住居址実測図(1 : 60) 

゜ 10cm 

/
2

 

-
―} 一二

―
―
 

8 

図78 FM 2 区23号住居址 出土土器実測図(I : 4) 
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MB2号住居址

（図18 ·79• 8 0 )  

南側約％が調査区外

となるか 、 一辺5. 60m 

はどの隅丸長方形の住

居址である。 主柱穴は

P 1 ·P 2 で、 4本の

方形配列となる ことが

予想される。 北壁と西

壁際に 、 やや規模の 大

きな土猥状の落ち込み

が検出されているが性

格は不明である。 炉や

カマ ドなどの施設は確

認されていない。 床面

は住居址中央部付近を

中心に 比 較 的 固 く締

ltc 

企 II

lti: 
A 

麟

/ro 
-r 

且
口

＼＼令
゜

◎ 
◎ 

゜

まっていたが、 壁際に 図79 MB 2号住居址実illi]図(1 : 60) 

0/ 
@ 

2m 

K 

行〈につれて不明瞭なものとなった。 北壁と西壁際の覆土中層より 、 あたかも配列されたような状況で小型丸底

琳を中心とする土器群が出土している。 住居址廃絶後の自然埋没のある過程において 、 これらの土器を供献する

ような何らかの祭祀行為の存在が予想される。

ヽ ヽ．ヽ

MB3 号住居址 （図18• 8 1) 

図80 MB 2号住居址出土土器実測図(1 : 4) 

南側は若干が調査区外となる。 一辺4. 0mはどの隅丸方形住居址である。 柱穴 、 炉などの諸施設は全く検出さ

れず 、 住居址とするには疑問も残る。 ただし床面は張り床等なされてはいないものの 全体に非常に固く締まって

おり 、 他の住居址に比較して明瞭なものであった。 裂土中層よりかなりの量の土器が出土している。

出土土器には壷( 1·2)、 直口 壷(3· 4)、 甕(5 · 6 )、 小型丸底地(7 )、 高坪(8 -16)、 手づくね土

器(17) がある。
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MB2号住居址

MB2号住居址土器出土状況
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MB2 号住居址土器出土状況

No. 4 No. 5 

No. 6 No. 7 

No. 8 No. 9 
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図81 MB 3号住居址出土土器実測図(1 : 4) 
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FM I区 1号住居址

（図8 2• 83• 84) 

一辺約4. 40m ほどの隅丸方形

住居址で、 西隅の若千が調査区

外となるがほぼ完掘し得た住居

址である。 主柱穴はPl-P4

で、 4本の方形配列を取る。 壁

際には深さ 5cmはどの壁周溝が

全 周している。 奥壁側柱穴間中

央やや内部よりのところに焼土

塊が検出されており 、 地床炉と

考えられる。 また住居址北隅の

壁際より 、 土器製作用かと考え

られる人頭大の粘土塊が床面よ

り 出土している。

床面よりかなり浮いた状況で

炭化材と共に多量の土器群が出

土している。

In

、

C'
 

3
5
9 .

 
0
0
 
m
 

A一

"1 
(-------
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B
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図82 FM 1 区1 号住居址実測図(1 : 60) 

FM l 区1号住居址土器出土状況
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FMl 区1 号住居址
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FM 1区1号住居址土器出土状況

No. I No. 3 

No. 4 No. 8 
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FM 1区 1号住居址出土土器

No. 5 No.28 No31 

No. 9 No.14 

No.13 No.15 

No.10 No.10 
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図83 FM 1区1号住居址出土土器実測図①(I : 4) 
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図84 FM 1 区1 号住居址出土土器実測図②(1 : 4) 
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図85 FM 1 区 9 号住居址実測図(I : 60) 

FM I区 9号住居址

（図7 ·85·86·87 )

長軸5. 20m 、 短軸4. 40mはどのや

や不整な隅丸方形住居址である。 住

居南隅を 9号溝址に切られる。 主柱

穴はPl-P4 で 、 4本の方形配列

をとる。 床面は全体に軟弱で不明瞭

なものである。 炉址 、 カマ ドなどの

諸施設は確認されていない。

住居址南側の壁際を中心に 、 床面

よりかなり浮いた状況で土器が出土

している。 住居廃絶後の埋没過程の

ある段階で一括投棄されたものであ

る可能性が高い。 無蓋高坪(12 )と

旭(13 )は和泉陶邑窯編年のI型式

4 段階併行に相当するものと考えら

れる。 FM 1 区 9 号住居址土器出土状況
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図86 FM 1区9号住居址出土土器実測図①(1 : 4) 
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FM 1区9 号住居址
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22 

図87 FM 1 区 9 号住居址出土土器実測図②(1 : 4) 

FM 2区 11号住居址 （図 8 ·88)
一辺約5, 0mはどの隅 丸方形住居址となると 思われるが、 東側 ½ 以上が調査区外となり 、 また西側は9号溝址

に切られ 、 詳細は不 明である。 床面は比較的固く締まっていたが 、 壁際は不明瞭なものであった。 主柱穴配置は

不明で、 また炉址 ・ カマ ドなどの諸施設も検出されていない。 東側壁際の床面上より土器群が押 し 潰された状況

で出土 している。 出土土器には甕(1 - 3) 、 高坪(4)、 杯(6)がある。

5 古墳時代後期

MB7号溝址 （図18·89)

北西から 南東方 向へ直線的に 伸びる形態の溝址で 、 長さ約 10 . omほど を検出 し たが東側の掘り込みは浅く しだ

いに不明瞭なものになる。 溝底部には一面に河原石が敷き 詰められた かのよ う な状況で検出されており、 この石

の 中に落 ち込 むような状況で、 細 かく破砕された かのような土器群が 出土している。 出土土器には甕(1 ·2)、

甑(3· 4)、 鉢(5)、 坪(6 - 1 1)、 高 坪(13)がある。 時 期的に若干の時間幅 を 持っており、 明ら かに古墳

時代 中期の土器も混入 している。

2
 

゜ 10cm 

� 

二6

図88 FM 2 区1 1号住居址出土土器実測図 ( 1 : 4) 
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図89 M B  7 号溝址 出土土器実測 図 ( 1 : 4 )  

M B 6 号土i廣 （ 図 1 8 • 90 · 9 1 )  

平面形は 長軸2. 50m 、 短軸2. 10m ほ ど のやや不整 な 隅 丸 長 方

形 を 呈 し 、 確認面か ら の掘 り 込み は 平均40cm を 測 る 。 覆 土 は 暗

茶褐色土一 層 であ る 。 底 面 に は 平均 10cm は ど の 原 さ で、 炭 化材

を 含む炭化物層 が堆積 し 、 そ の う え に 多量の 土器群か一括投棄

さ れ た よ う な状況で出土 し て い る 。 多 量に 火 を 燃や し た 後 に 、

土器群 を 投棄す る よ う な 祭祀行為 も し く は 祭祀 に 利用 し た 土器

群の廃棄 と い っ た 状況が推測 さ れ る 。

出土土器に は 甕 ( 1 · 2 ) 、 高坪 ( 3 - 7 ) 、 杯 ( 8 - 13) が

あ る 。 高坪、 坪類は 内外面 と も 丁寧 な 箆磨 き 整形に よ っ て 仕上

げ ら れ て い る 。 須 恵 器模倣杯 の ( 13) や、 胴部が長胴化 し た 形

態 の 甕 ( 1 ) な ど は こ れ ら 土器群 の 時 間 的位置付け を 行 な う う

え で指標 と な ろ う 。

- 11 6 -
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鳳巨 上
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図90 M B  6 号土拡実測 図 ( 1 : 60 ) 



□
 ロ

7
 

ロ
CJ2 図91 MB 6 号土堀 出土土器実測図 ( 1 : 4 )  

IO: □□ 

MB 6 号土堀土器出土状況
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MB 6 号土堀

No. 9 
No.10 

No.11 No.12 No.13 

- 1 18 -



FM 3 区 2号住居址 （図9 1-9 3)

1 辺3. 20mはどの小型の住居址で、 平面 形は隅丸

方形である。 確認面からの掘り込みは比較的深く、

壁高は平均40cmを測る。 床面は住居址中央付近を中

心に 比較的固く し まっていたが、 壁際は不明瞭なも

のとなる。 柱穴は検出されていない。 奥 壁中央 に カ

マ ドがある。 石心粘 土製の 両 袖 カマ ドで 、 燃焼部中

央に 支柱と して利用されたと考えられる円柱形の 自 B 

然石が立てられた状態で検出されている。 煙道は長

く直線的に 伸び 、 約 1. 30mを測る。 カマ ド 右横 に 貯

蔵穴と考えられる計70cmはどの落ち込みが確認され

ている。 内部底面より若干浮いた状況で、 須 恵器 壷

(8 )と土師器鉢(9 ) が 出 土 している。

_ ..,, 
B' 

..... , 

..:I · I • 
3晶—

m

図92 FM 3 区 2号住居址実測図 ( 1 : 60) 

� CJ□ 
A 2  

し口
�

Cbd 
A 2  _ 

□ 
ロ

� 

i▼
ー

D 品
ぶ

図93 FM 3 区 2号住居址 カ マ ド 付近実測図(1 : 40) 

゜ 10cm 

ロ
ロ

図94 F M  3 区 2号住居址出土土器実測図(1 : 4) 
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FM3区2 号住居址出土土器

No. 1 No. 2 

No. 3 No. 4 

No. 5 No. 6 No. 7 

No. 8 No. 9 

No.10 No.11 

- 120 -
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図95 FM 1 区35号住居址実測 図 ( 1 : 60) 
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FM I 区 3 5号住居址 （図7 • 9 5,,....,9 7) 

53· 54号住居址は本住居址 上層に構築された住居址で 、 本住居

址はさらに25号土墟に切られている。

プランは一辺5. z omはどの隅丸方形住居址で 、 主柱穴にはp 1 

-P3 が想定され 、 主柱穴配列は 4本長方形である。 住居址北隅

に長軸l. ZOm 、 短軸0 . som 、 深さ20 cm ほどの土壊状の落ち 込みが

検出 さ れて お り 貯蔵穴 と 考えられる。 カ マ ドは北壁 はぼ中央に位

置する。 袖部先端には甕型土器(2)(3) をそれ ぞれ倒 立させ

て 芯とし 、 粘土で構築された 両 袖 カマ ドである。 燃 焼部中央に

は、 台付鉢( 8 )を倒立させて支柱として利用している。

出土土器には(1 ) -(9) があるが 、 (7) は混入の可

能性がある。 また図示していないが平 安期の土器も多量に混入し

ている。

二
-三三=E=::=� 6

□ � 10cm 

↑ .�
7
\

 

ヽ'

,

 

r ,
 

ヽ し

，
．

 

ー

＇
 

(

.
 

ー

＼
 

, --.
\ 

T� 口

，
 図97 FM 1 区35号住居址出土土器実測図 ( 1 : 4) 
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FM l 区35号住居址

No. l No. 2 

No. 3 No. 8 

- 1 23 -



6 奈良時代

FM I区 27号住居址

（図7 ·98• 99)  

38号住居址を切っ て

構築され ており、 平面

プ ラ ン は長軸4. 50 rn 、

短軸4. 20 rnのやや不整

な 開丸方形住居址であ

る。 主柱穴 は P l - P

4 が想定されるが 、 か

I> 

p
@
 

O
P 2 

Qo 
なり不整な 4本方形配

列となり 、 あるいは P

5· P  6 を加えた 6 本

の長方形配列となる可

能性もある。 カ マ ド は

北壁 ほぼ中央 に位 置

し 、 粘土製の両 袖 カマ

ドである。 燃 焼部 周辺

はかなり 焼 き締 まった 図98 FM 1 区27号住居址実測 図 ( 1 : 60) 

◎ p 3 
O

P 4 

7 .
 

7 ,
 

_g_'._ 

上一 ↓←
 

�1 
吋

m
 

A 、
ー

9

c

 

C ' 
359 . 90 m 

状況を呈 し ていた。 床面 は 全体に軟弱で不明瞭なものであったが確認面からの掘り込み は全体に深 く 、 平均40cm

はどである。

FM l 区27号住居址
- 124 -



口 口 ー 乙デー 3

図99

FM I区3 7号住居址

（図7 · I 0 0 •  IO I) 

nr FMl 区27号住居址出土土器実 測 図 ( 1 : 4) 

[ > 

36号住居址 （平安）

に北側の 上層を切られ

る。 平面プラ ンは長軸

5. lOm 、 短軸4. z omは

どのやや不整な隅丸長

方形を呈する。 確認面

からの掘 り 込みは比較

的深く 、 残存状況のよ

::l言:::�:: L;1, 
む 4本の方形配列が予 ヨ

想 さ れるが 、 対になる

柱穴は確認できず 、 詳

細は不明である。 北側

は ほとんどが36号住居

址の床面 と 高 さ的 に

同 レ ベ ル と な り 、 カ マ

ドなどの施設も確認し

えなかった。 床面は全

体に軟弱で不明瞭な物

であった。 出土土器に

は高 盤(1 ) 、 甕(2
. 3) 、 内面にかえ り

の ある 坪蓋 ( 4 ) 、 鉢

(5) があるがいずれ

も裂土 内からの 出土で

ある。

④ 

/> 

OP 3 

B
 

©
P 4 

J
 

B
 

尺

i-

乙ー 4

B-
359

昌
FMl 区37号住居址実測 図 (1 : 60 ) 

3
 

□〗
O 10cm ' ' ' ' ' ' ' 

図10 1 F M  1 区37号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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FM 2区 3 号住居址 （図 8 • I 0 2• I 0 3) 

住居址北東隅が若干調査区外となるがほぼ全掘

しえた住居址である。 平面プランは長軸3.5Qm、

短軸3.4Qmはどの隅丸方形住居址である。 主柱穴

はp 1 と p 2 が想定される。 対になる柱穴は検出

されておらず 、 柱穴配列の 詳細は不明である。 カ

マ ドは北壁中央やや東よりのと ころに検出されて

おり、 石芯粘土製の両 袖 カマ ドであるが 、 袖部の

残存状況はあまり良 く ない 。 カマ ド東側の壁際に

貯蔵穴 p 3 が検出されている。 貯蔵穴の 周囲には

径10 c m 前後の 河 原 石をならべ 、 他と 区 画してい

る。 内部からはかなり浮いた状 況で若干の土器破

片が 出土しているのみである。 出土土器の う ち 、

甕(4)は底部付近を格子 タ タ キによって整形し

ている。 いずれも 覆土 内からの 出土である。

A_
 

I-

ト ー

◎
 

昌
\.,('

「
上 B `

 

L-

A' 

361 . 40 m 

量
図102 FM 2 区 3 号住居址実測図 (1 : 60) 

� 

ロロー
□ 

0
 

10cm 

固 103 FM 2 区 3 号住居址出 土土器実測図( 1 : 4) 

カ マ ド 付近 貯蔵穴
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FM 3 区 1号住居址

（図9 • I 0 4• I 0 5) 

住居址南側は％ほどが調

査区外 と なるが、 平面プラ

ンは一辺約4. 70mの隅丸長

方形住居址である。 主柱穴

はP l - P 3 でやや不整な

4 本方形配列を取る。 カマ

ドは奥壁 はぼ中央に 位置

し 、 石芯粘土製の両 袖 カマ

ドである。 また煙道が約1

mにわたって確認されてい

る。 床 面は全体に不明瞭な

も のであるが、 住居址中央

付近は比較的固 く 締まって

いた。 奥壁側にのみ 、 幅 10

cm 、 深さ 5 cmはどの壁周溝

がめ ぐっている。 確認面か

らの 掘り込みは比較的 深

く 、 平均約30cmを測る。

A
 

0 

乞

rrij 吋

図104

〔夕

3
 

4 

図105 FM 3 区 1 号住居址 出土土器実測図(1 : 4) 
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FM I 区 58号住居址

（図7• I 0 6 • I 0 7) 

59·60号住居址など多数の住居址もし

くは竪穴状の落ち込みと切りあい関係に

あり 、 詳細は不明な部分が多い。 平面プ

ラ ンは長軸3. 80m 、 短軸3. 40mはどのや

や不整な隅丸方形住居址である。 柱穴は

P l - P 3 が検出されているが 、 これら

が主柱穴と把握し う るか 否かは不明であ

る。 床面は全体に軟弱で不明瞭なもので

あっ た。 カマ ドなどの諸施設は検出され

ていない。 北壁際の床面 上より 、 甕(1
. 2)、 須 恵器杯(3)、 蓋(4)が出土

している。 甕はともに長 胴甕で 、 外面は

縦方向の 箆削りによって 調整されてい

ICl 

◎ 
P 2 

P l
@ 岱 P 3

A­

B `
 

3
5
9 .

8
0
 m
 A' 

359 . 80 m 

“ 
る。 図106 FM 1 区58号住居址実測図 (1 : 60) 

， - . . . 

口
こ 4

,
 •.•

 
ー゜ 10cm 

FM 4区 9号住居址

図107 FM I 区58号住居址出土土器実測 図(I : 4) 

（図1 2 • I 0 8) 

平面プラ ン は長軸4. 5Qm 、 短軸3. 5Qmの横長の

隅丸長方形住居址である。 奥壁中 央やや東よりの

と ころにカマ ドを有する。 石芯粘土製の両 袖 カマ

ドである。 柱穴は 1 個検出され たのみで柱穴配列

等不明である。 床面は軟弱で不明瞭なものであっ

た。 奥壁際 カマ ド付近を中心とする床面 上より 、

須 恵器坪 (1 · 2)、 土 師器 杯(3)、 土 師器甕

(4)が出 土している。

�
 三 4

 ゜ 10cm 

図108 FM 4 区 9 号住居址 出土土器実測図 (1 : 4) 
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FM I 区 7号住居址

（図 7 · I 09 ・ 110)

住居址南側 ％ ほどが調査 区外となり 、

また 4号溝址に切られている。 平面プラ

ン は 一辺約4. 0mはどのやや不整な隅丸

方形住居址である。 主柱穴 は Pl - P3

が検出されており 、

列 が予想 さ れ る 。

4本 方 形の主柱穴配

カ マ ド は 奥壁ほ は中央

に 構築 さ れ て いたがは と ん ど破壊されて

おり、 焼土と若干の土器か集 中 し て検出

されているのみである。 おそらく粘土製

の両袖 カ マ ドであ ろ う。 出土土 器に は 須

恵器坪( 1)、 土 師 器鉢(2)、 土 師 器甕

( 3 · 4) がある が、 いずれも覆土内か

らの 出土である。

J
o:i 

A
 ◎ P I ®

P 2 

◎ , 
◎ 
S D 4  

\
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/IIIII
 

A
 A' 

358. 90 m 

図 109｀ FMl 区 7 号住居址実測図 (1 : 60) 

゜ 10cm 

図1 10

口

図1 11

FMl 区 7 号住居址出土土器実測図 ( 1 : 4) 

� 

ロニ

マ

10cm ゜
FMl 区43号住居址出土土器実測図 ( 1 : 4) 
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FM I区 43号住居址

（図 7 • 1 1 1 · I 1 2) 

\oo 
北側上層を62号住居址に切られ

東側は若干が調査区外となる。 平

面プ ラ ンは長軸5. zom 、 短軸4. 80

mほどの隅丸方形住居址で ある。

柱穴は多 数が検出されている

が、 いずれも位置的に不規則なも

の ばかりで 、 主柱穴配列等詳細は

不明で ある。 北側上層は62号住居

址に切られ、 床 面の レ ベ ルははと

んど高低差がなく、 カ マ ドは明確

になしえなかったが、 奥壁側中央

部分に若干の 焼土の堆積が確認さ

れており 、 カ マ ドの痕跡の可能性

が高い。 床面は全体に軟弱で不明

瞭なもので あったが 、 住居址中央

部分を中心に 、 比較 的固く締まっ

た部分も確認されている。

出土土器には土 師器杯(1)、

土 師 器 片 口坪 (5 )、 須 恵 器杯

(2 - 4)、 須 恵器鉢(7 )、 土 師器甕

(6 ) かある。 (7 ) は奥壁側床 面より

の 出土で あるが、 他はいずれも覆土内か

らの 出土で ある。

。 □
°

 

ロ

◎
 
◎
 

A' 

A_
 

B `
 

3
5
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5
0
 
m
 

A' 
359. 50 m 

図 1 1 2 FM 1 号43号住居址実測図(1 : 60) 

FM I 区 5 2号住居址 （図 7 · I I3 )  

南側％以上 を32号住居址に切られて い

るため詳細は不明なと ころが多い平面プ

ランは一辺3. 20mほどの隅丸方形住居址

で ある。 柱穴等は確認で きなかった。 カ

マ ドは奥壁中央に構築されおり、 粘土製

の 両 袖 カ マ ドが予想されるが、 はとんど

破壊されており詳細は不明で ある。 出土

土器はいずれも カ マ ド内より出土してい

� 

� 

� ーノ

� 
。 10cm 

る。 図 1 13 FM 1 区52号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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FM 3 区 21号住居址

（図10 ・ 1 14)

南側は若干が調資区外と なり 、

また 上層を15号溝址に切られる。

平面プランは 1 辺約4. 70m ほどの

隅丸長方形住居址である。 主柱穴

はP l - P 3 が検出されて おり、

4本方形の主柱穴配列が予想され

る。 住居址南西側に溝状の落ち込

みが検出されているが 、 本住居址

と 直 接伴うものか 否か不明であ

る。 カマ ドは奥壁側はぼ中央部分

に位置するが 、 大半か15号溝址に

よって破壊されて おり、 詳細は不

明である。 袖部も壊されて おり、

若干の 焼土塊が確認されたのみで

ある。 出土土器はカマ ド周辺から

床面より若干浮いた状況で出土 し

ているが、 (5 ) は カマ ド 燃 焼部

からの 出土である。

FM I 区 1 3号土灌

（図7 ·1 1 5)

29号 ·60号住居址に 上層を切ら

れる。 平面プランは径1. s omはど

のやや不整 な円形を呈 し 、 深さは

0 .  60m 程である。 断面形は逆台形

状を 呈する。 堀底に 接 し た状況

で、( 1 - 3) が 出土 している。

゜ 10cm 

図1 14 F M  3 区21号住居址出土土器実測図(1 : 4) 

�
 1

 

戸 `
3

 

/ 4
 

゜ 10cm 

図 1 15 F M  1 区 13号土拡出土土器実測図 (1 : 4) 

7 平安時代

FM I区 3 6号住居址 （図7 ·116"-' l 18) 

27号住居址を切って構築されているが、 切りあい関係の不明瞭さから27号住居址の調査を先行して しまい 、 住

居址南側は破壊 して しまった。 平面プランは一辺約3. gom ほどの隅丸方形住居址と予想される。 柱穴は P l- P

3 を検出 したが、 その配置は不規則で、 主柱穴配列は不明である。 カマ ドは奥壁 はぼ中央に位置する。 石芯粘土

製の両袖 カマ ドで 、 燃焼部には自然石を立てて支柱と している。
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出土土器には(1 -9) があるか 、 (1 ) (3) (5) (7) (8)はカマ ド内より 出土しており 、 他は覆土より

の 出土で ある。
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固 1 16 FM 1 区36号住居址実測図(1 : 60) 
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8 ゜ 10cm 

図 1 18 FM 1 区36号住居址出土土器実測図 (I : 4) 
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FM I区 66号住居址 （図 7 • I 19• 1 20)  

住居址南東側約 泊は調査区外となる。 平面プ

ランは一辺約4. 20mはどの隅丸方形住居址と考

えられる。 主柱穴はp 1と p 2 が検出されてい

るが、 その配列はきれいな 4本方形配列が予想

される。 確認面からの掘り込みは全体に比較的

深 〈 、 平均30cmは どを測る。 床面は住居址中央

部分を中 心にかなり固く締 まっており 、 比較的

明瞭なものであっ た。 カマ ドは奥壁 ほぼ中央部

分に位置するものと思われる。 燃 焼部の中 心が

奥壁より外側に位置し 、 袖部分は確認されてい

ない。 燃焼部中央には自然石を突 き 立て 、 支柱

として利用している。 出土土器は内面黒色処理

された土 師器坪( 1,)、 須 恵器杯(2)、 須恵器

高台付坪( 3 ·4)、 須恵器 蓋( 5)、 土 師器甕

( 6 · 7)がある。 甕( 6 · 7)はともに カマ

ド内より 出土している。 他はいずれも覆土内よ

りの 出土である。
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図120 FM 1 区66号住居址出土土器実測 図(1 : 4) 
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図121 FM 1 区13号住居址 出 土土器実測 図 ( 1 : 4) 
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図122 FM 1 区31号住居址 出 土土器実 測 図 (1 : 4) 
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FM I区 1 3号住居址 （図7• 1 2 1 )  

住居址南東側約 ¼を 12号住居址に切られる。

平面 プラ ンは長軸3. 60m 、 短軸3. o omはどの隅

丸長方形住居址である。 本住居址に 直 接伴うと

考えられる柱穴は検出されて いな い 。 床面は全

体に軟弱で不明瞭なものであった。 また 、 確認

面からの掘り込みも浅い。 カマ ドは奥壁 はぼ中

央に位置し 、 粘土製の両袖 カマ ドである。 出 土

土 器 に は(1 - 7) があ る が 、 ( 1)(6) 

(7)がカマ ド内より出土しており 、 他は覆 土

内よりの 出土である。

FM I区 3 1号住居址 （図7• 1 2 2• 1 23 )  

30号住居址を切って構築され 、 東側約 外はど

ltl:l Ito 

QD 
了

t---

A I A' 

ト一

il-
O' 
B'
 

A_
 

0
 Om

 

鳳
36訃正

を32号住居址に切られる。 平面 プ ラ ンは一辺約 図 1 23 FM 1 区31号住居址実測図(1 : 60) 

3. 6Qmはどのやや 小型の隅丸方形住居址である。 確認面からの掘り込みは全体に 比較的深 く 、 平均40cmを測る。

柱穴はp 1と P 2 が検出されているが 、 ともに掘り方が浅 く 主柱穴とは考えられな い 。 床面は住居址中央付近を

中心に 、 比較的固 く 締まってい

た。 カマ ド等その他の施設は検

出されて いな い 。 出土土器には

土師器坪(1 - 3)、 須 恵器高

台杯(4 · 5)、 須 恵器坪(6

- 10)、 土 師器甕(11· 12)が

あるか 、 いずれも覆土内からの

出土である。 杯類の底部 調整

は、 高台坪を 除き いずれも 回 転

糸 切り後 未 調整のまま 残され

る。

FM I区 47号住居址

（図7 ·1 24 · 1 26)

48号 ・ 49号住居址を切って構 冒〗

築されて いる。 平面 プ ラ ンは一

辺約4. somはどのやや不整な隅

丸方形住居址である。 主柱穴は

P l- P 4 と考えられ 、 やや不

整な 4 本方形配列の柱穴配置が

1
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図 1 24 FM 1 区47号住居址実測図 ( 1 : 60) 
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図 125 FM 1 区47号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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考えられる。 他に も 多数の柱穴が検出されているが、 本住居址と 直

接と も なうかどうか不 明である。 床面は全体に軟 弱で不 明瞭な も の

であ った。 確認面からの掘 り 込みは比較的深く、 深いと ころでは40

cm ほどを測る。 住居址北東隅にある P 5 は長 径 1. 20111 、 深さ20cm ほ

どの長楕円 形の落ち込みであるが貯蔵穴である可能性が高い。 カマ

ドは奥壁 ほぼ中央に位置し 、 石芯粘土製の両 袖 カマ ドである。 内部

よ り 甕形土器が3 固体分出 土している。 出土土器には 、 内 面 黒 色処

理された土師器坪(1 - 3)、 須 恵器 坪( 4 - 8)、 土 師 器甕(9 -

16)がある。 このう ち 、 (1 1)(12) (14)はカマ ド内よ り 出土した

も のである。

図 1 26 FM 1 区47号住居址 カ マ ド実測図

FM I区 50号住居址 （図 7 · 1 27,..._, 1 29)

平面プ ラ ンは長軸4. 30111、 短軸4. 00111 ほどのやや不整な隅丸方 形住居址である。 主柱穴は P l- P 4 を想定す

るが、 柱穴配列はやや不整な 4本方形とな り 、 詳細は不 明である。 こ の ほかに も 柱穴が検出されているが本住居

址に伴う も のか否か不 明である。 カマ ドは奥壁中央やや西 寄 り のと ころに位置する。 はとんどが破壊されてお り 、

かろう じ で 煙道と燃 焼部に伴う落ち込み状の ピ ッ ト を検出したに す ぎない。 床面は全体に 軟弱で不明瞭な も ので

あ っ た。 出土土器には須恵器坪と 土師器の甕があるが、 いずれ も 覆土内よ り の 出土である。

＠ 

A_
 

C `
 

3
6
0 .

 
0
0
m
 

◎
 ◎

O
 

＠

 

A' 
360 . 00 m 

B' 
360 . 00 m 

図 1 27 FM 1 区50号住居址実測図 ( 1 : 60) 
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図 129 FMl 区50号住居址出土土器実測図②(1 : 4) 

FM I 区 64号住居址

吋（図7 ·130 ·13 I) (J) 平面プランは長軸4. 2am、 短軸 ,,;:-- 了 ? 

4. o omはどのやや不整な隅丸方形

住居址である。 主柱穴はPl- P

ti ゜ e 4 と考えたが 、 位置的にやや不規

則で詳細は不明である。 確 認面か

らの掘り込みは深く 、 平均40cmを

測る。 床面は住居址中央付近を中

―ー、

心に 比較的固く締まっ ていたが 、 ゜ ⑤ ノ ，，壁際に行 〈につれ軟弱な も のとな

る。 カマ ドなどの諸施設は検出さ
j_ 

れ ていない。 出土土器には須恵器

長 頸 瓶(1 )、 内面黒色 処理され A 

た土師器坪(2)、 須 恵器 坪(3)、

土 師器甕(4· 5 ) があるが 、 覆

土よりの 出土である。 図 1 30

口

マ

図131 FM 1 区64号住居址出土土器実測図 ( 1 : 4) 
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FM I区 61号住居址 （図7 • 13 2......, 1 3 5) 

平面プランは一辺約3. 6QITI ほどの 、 やや小

型の隅 丸方形住居址である。 柱穴は P l - P

3 を検出 しているが、 いず れの掘り込みも貧

弱なもので、 主 柱穴と把握して良 いのか不明

である。 住居址北東隅に位置する P 4 は、 一

辺約 1. oorn 、 深さ20cmは どの方形の落ち込み

で、 貯蔵穴と考えら れる。 確認面からの掘り

込みは深 く 、 平均40cmを測る。 また床面も比

較的固 〈締まっており 、 明瞭であった。 カマ

ドは奥壁 ほぱ中央に位涸し 、 石芯粘土製の両

袖 カマ ドである。 出 土 土 器 に は土 師器坪 _A_

( 1 )、 須恵器高台坪( 2 )、 土 師器甕( 3 -

7)がある。( 3 · 6 ·7 ) がカマ ド内より

出土している。

E
 0
0"
0
9
£
 

企

図 132 FM 1 区61号住居址実測図 (1 : 60) 

S = 1/30 

図 133
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図 134 FM 1 区61号住居址出土土器実測図①(1 : 4) 
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図135 FM 1 区61号住居址出土 土器実測図②( 1  : 4) 
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図 136 FM 2区25号住居址実測図 (I : 60) 

FM 2区 25号住居址 （図8 · 1 3 6• 13 7) 

平面プラ ン は 一辺3. 50m ほ どの隅丸方形住居址である。 主柱穴は

Pl-P4の 4本長方形 、 も し く は P l ·P2· P5 とい っ た配列

が考えられるが掘り込み規模の面から どちらとも決めがたい。 カマ

ド は奥壁中央に位置する。 ほとん ど破壊されてお詳細 は不明である

が、 芯石の抜 き取り痕が確認されており 、 石芯粘土製の 両 袖 カマ ド

の可能性が高い。 燃 焼部中央に支柱に した自然石が残る。
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図 137 FM 2区25号住居址 出土 土器実測図 (1 : 4) 
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FM I区 3 2号住居址

図 138

（図7 • 13 8) 

FMl 区32号住居址出土土器実測図(I : 4 

52号 ・ 31号住居址を 切って構築される。 平面プランは5. 40 X 6. OQmほどの 大型で、 やや不整 な隅丸方形住居址

である。 確認面からの掘り 込みは非常に 深 く 、 平均60cmを測る。 床面は全体に軟弱で非常に不明瞭であった。 柱

穴は 5 本検出しているが、 いずれも位置的には不規則 なもので 、 柱穴配列等の詳細は不明である。 カマ ド等の諸

J
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施設も確認されてい ない。 出

土 土器はいずれも 覆土 内より

の 出土である。

FM I 区 4 5号住居址

（図7 · 1 3 9 · 1 40 )

63号住居址を切って構築さ

れる。 長軸5. 20m、 短 軸4. 40

mのやや不整 な隅丸方形住居

址である。 確認面からの掘り

込みは非常に浅 く 、 平均10cm

前後である。 床面より若干浮

い た状態で、 炭化材 ・ 炭化物

が多獄に 出 土している。 柱穴

は多数が検出されているが、

位置的に不規則で、 柱穴配置

等不明である。 カマ ド等の諸

施設は比較的固 く 締まってお

り 、 明瞭 なものであった。 土

器は覆 土よりの 出 土である。

FMl 区45号住居址実測図 (1 : 60) 
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図140 FM 1 区45号住居址出土土器実測図( 1 : 4 )  

FM I 区 3 4号住居址 （図7 • 140 • 142) 

33号住居址を切 っ て構築される。 3. 5Qm X 3. 60 

mのやや小型の隅丸方形住居址である。 住居址南

西から北東方向へ、 浅い溝状の落ち込みが確認さ

れたが 、 本住居址に 直 接関 連 するものか 否か不明

である。 柱穴は検出されていない。 住居址 北西隅

の p 1 は、 径o. som 、 深さ30cmはどの土猥状の落

ち込みで 、 貯蔵穴と考えられる。 カマ ドは奥壁は

ぼ中央に位置し 、 石芯粘土製の両袖 カマ ドと考え

られるが、 遺存状況は余り良くない。 住居址北東

隅の床 面上から自然礫と土器が集中 して 出土して

いるが性格は不明である。 出土土器には内面 黒 色

処理された土 師器坪(1 ·2 ) と甕(3 -12) が

ある。 床面上なら びに カマ ド内からの 出 土であ

I
ロ
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る。 図141 FM 1 区34号住居址実測図 (1 : 60) 
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図 142 FM 1 区34号住居址出土土器実測図① ( 1  : 4) 
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図 143 FM 1 区34号住居址出土土器実測図@ (l : 4) 

FM I区 42号住居址 （図 7 ·144)

長軸5. o om、 短軸4. lOmのやや不整な隅丸長方形住居址である。 主柱穴は P l-P 4 で 4本長方形配列である。

カマ ド等の諸施設は確認されていないが床面は比較的固く締まり 、 明瞭なものであった。
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図 144—①

A' 

359.90 m 

� FMl 区42号住居址実測図 ( 1 : 60) 及 び出土土器実測図 (1 : 4) 

� ゜ 10cm 
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゜ 10cm 

図145 F M  1 区60 号住居址 出土土器実 測 図(1 : 4) 

FM I区 60号住居址 （図7 · 1 4 5)

58· 59号住居址等を切って構築された住居址で、 平面プランは一辺5. 6Qmはどの隅 丸方形住居址である。 各住

居址の床面の レ ベ ル差がはとんどな く 、 切り あい関係も不 明瞭であ り 、
一部他住居址の逍物が混入している可能

性もある。 柱穴は多数が検出されている が 、 明確に本住居址に伴うと考 えられるものは少な 〈 、 詳細は不明であ

る。 カマ ド等の諸施設も確 認されていない。 出土土器には土 師器坪(1 · 2 ) と 、 内 而黒 色処理された土 師器杯

(3 )と 、 甕(4 - 6 ) がある。(4 ) は混入の可能性が高い。 いずれも覆土 内からの 出 土である。
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' ' ' '  
図 1 46 FM 2区5号住居址出土辿物実 測 図 ( I : 4) 
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FM 2区 5号住居址 （図8 ·146)

平面プランは一辺約 3m60cm ほどの隅丸方形住居址である。 柱穴は5本が検出されているが、 すべてが本住居

址に伴う も のか不明であり 、 ま た配置も不規則で主柱穴配列等詳細は不明である。 床面は全体に軟弱で不明瞭な

も のであっ た。 カマ ドは東壁中央に存在するが 著しく破壊されていた。 袖部の芯として使用され たと考えられる

河原石が残存しており 、 石 芯粘土製の両袖 カマ ドが予想される。 特殊な遺物と して裂土 上層より 、 八稜鏡破片が

出土している。 材質は 白 銅 質と考えら

れ 、 逍存状況はきわめて 良 好である。

瑞花双鳥 八稜鏡か と 考えられるが 、 残

存部分が少な く 詳細は不明である。
A
 

FM I区 25号住居址

（図7 ·147• 148) 

21号住居址を 切 っ て構築され 、 平面

プランは一辺約4, lOmのやや不整な隅

丸方形住居址である。 主柱穴は P l ­

p 4 で柱穴配列は 4本の方形である。

カマ ドは奥壁 ほぼ中央に位置し 、 石芯

粘土製の両袖 カマ ドである。 床面は不 .

明瞭である も のの 、 住居址中央付近を

中心に 、 比較的固 く 締まってい た。 甕

(9 - 12)はカマ ド 内より出土し 、 他

の も のはいずれも覆土 内 からの 出土で
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ある。 図 147 FM 1 区25号住居址実測図(1 : 60) 
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図 148 FM 1 区25号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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図149 Y D 2 区 1 号住居址出土土器実測 図 ( 1 : 4 )  

Y D  2 区 1 号住居址 （図24 • 1 49) 

南側約％ は 調査区外 と な り 、

ン
� 

二
＼三��

� 

ま た 北側 は 建物址 4 に 切 ら れ る 。 平面プラ ン は 一辺約4. 10111 は ど の隅丸方形住居
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図150 Y D 2 区33号土拡出土土器実測 図 ( 1 : 4 )  
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図151 F M  5 区 1 号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 

� I/ 
ミ

!Ocm "c二三戸

址である。 柱穴は 4 本が検出されているが、 いずれも位置的には不規則で柱穴配置等詳細は不明である。 住居址

北東隅に 、 径約 1 . om、 深さ20cmの 貯蔵穴があり 、 内 部より土 師器坪(2· 3)が 出土している。 確認面からの

掘り込みは浅 く 、 カマ ドも はとんど破壊されていたが、 奥壁中央部分に 焼土 塊が認められ 、 甕( 1)と鍋(4)

か 出土している。

YD 2区 3 3号土墳 （図24 • 1 50)  

西側を20号溝址に切られ 、 北側は一部を ト レ ンチによって破壊してしまった。 平面プランは 径約2. 50 rnの長楕

円形を呈し 、 深さは約50cmほどである。 断面形は逆台形を呈する。 覆土中位 ～下位にかけて比較的多量の土器が

出土している。

出土土器には須 恵器坪( 1 - 4)、 内面黒色処理された土師器坪(6 - 12)、 片口 (14)、 須恵器長頸瓶(13)、

土師器甕(15)などがある。

FM 5区 1号住居址 （図14·151)

北側約％が調査区外となる。 平面プランは一辺約5. lOmとやや大型の隅丸方形住居址である。 主柱穴はP l ­

p 3 が検出されており 、 4 本方形配列が予想される。 カマ ド部分は調査区外となり確認されていない。 床面は全

体に軟弱で不明瞭なものであり 、 また確認面からの掘り込みも浅 く 、 平均10cm 程である。 床面よりもはやカ ワ ラ

ケに近い土師器坪( 1-12)、 ならびに土師器高台坪(13-15)が 出土している。

FM 5区 2号土墳 （図14• 152) 

1号住居址の北東に検出されたもので、 平面プランは長軸4. 50 111 、 短軸 1. 80 111 ほどの隅丸長方形を呈する。 深

さは約30cmと深 く 、 断面形は逆台形状を呈する。 覆土内より比較的多量の土器が 出土している。

� 
B 3 
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� 
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三三
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こ
d 支ニ、コ

8 3  

10cm 

図 152 FM 5 区 2号土拡出土土器実測図 ( 1 : 4) 
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そ の他

IZ 12号土頃 （井戸址） （図 1 53)

石組に よ って構築され た 井戸址で、 掘り方上面は長 径

約3. o om、 短 径約2. 4Qmほどの楕円形を呈し 、 掘り方下

面は、 径約 1 . 20mの 円形を 呈 する。 井側は内法で 径約

0. somの 円形を成し 、 基底部 よ り 6 - 7段に河原石を積

み上げて構築している。 井側上面から基底部までの深さ

は約 L lOmである。 土 師器 ・ 須 恵器等の小破片が 出土し

ているが時代等詳細は不明である。
ー

，
ニ―-

多

断 ち 割 り 状況 図153

IZ12号土猥
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FM 4区 17号土±廣 （図 1 2 ·154)

IZ12号土横 同様石組によって構築された井戸址で 、 掘り方 上面は長

径約1. 95m、 短 径約1. 35mの長楕円形を呈する。 井側は内法で径約45cm

の円形をなし 、 基底部 よ り 4 - 5段に 河 原石を積み 上げて構築して い

る。 井側 上面から基底部までの深さは約80cmである。 若干の土師器小破

片が出土したのみで時期等 詳細は不 明である。�- _-:,__ �-I
丘�

断 ち割 り 状況 図 1 54
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FM2 区13号溝址出土遺物実測 図(1 : 4) 

\
L
 

二口

FM 2区 13号溝址

（図 8• 1 55) 

はぽ南 北方向に 直線的に 伸び

る溝址で 、 約36mはどを調査し

た。 確認面では幅は約1. 5Qm、

溝底幅約0 . 50mである。 断面は

逆台形状を呈する。 溝底 より若

干浮いた状況で、 瓦製 鵠尾破片

(1 ) が出土している。 鵠尾の

鰭の部分と想定され側面は粗い

ケ ズ リ 調整の後なでられ 、 本体

との接合部内面にはハ ケ整形痕

をとどめる。 全体に比較 的厚手

であり 、 後 出 的様相を示す。 出

土土器には奈良期 ～ 平安期の 遺

物を含み明確な時期は確定しえない。

IZ J O号溝址 （図 27)

東西方向に 伸 び る 溝址 で約 6m程 を 検出 し た。 掘 り 込み は か な り 乱雑 で、 形態 も 不整形 であ る。 確認面 での幅

約 4 - Smで 、 深さは平均20cm 程である。 覆土 上層 、 調査区壁際 より瓦塔破片が投棄されたかの ような状況で 、

かな り 出土している。 奈 良 ～ 平安期の遺物を 出土しているが時期的には平安期の も のであ ろう。
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N 種別 器種
法 最 (cm) 遺

Ix守
存 色調0. 

ロ 径 底径 器高

MB 7 号住居址

1 弥生 空� 10. 0 6. 6 28. 4 ½ B 

2 ＂ ＂ 9. 0 9. 2 30. 6 ½ B 

3 II II 7. 0 ％ C 

4 II ＂ 6. 0 ％ B 

5 ＂ ＂ 7. 8 6. 4 20, 0 完形 B 

6 II II 8, 8 7. Q 27. 5 ＂ B 

7 II ＂ 7. 2 ％ C 

8 II ” 7. 4 ％ C 

， II II 7. 2 6. 4 (20, 0) ％ B 

1 0  ＂ II 22. 0 7. 4 18. 7 完形 C 

1 1  II // 6. 0 5. 2 15. 2 完形 C 

12 II 甕 1 4. 0 ¾ D 

1 3  II 蓋 ％ B 

14  II 注 口 6. 8 5. 4 7. 2 完形 B 

15 II 甑 9. 8 4. 0 6. 0 ＂ B 

16  ＂ 坪 21.  7 7. 2 8. 5 ％ B 

MB 6 号住居址

l 弥生 空手 13 .  6 ¾ B 

2 ＂ ＂ 8. 4 ％ C 

3 ＂ II ％ C 

4 ＂ ＂ ％ B 

5 II II ％ B 

6 ＂ ＂ 姶 B 

7 ＂ ＂ 21 .  3 ％ B 

FM 5 区 16号住居址

l 弥生 空- ¾ B 

2 II II 9. 2 ¾ B 

3 ＂ ＂ 完形 B 

4 II 甕 1 3. 2 6. 4 14 . 4 ％ D 

5 ＂ ＂ 15. 0 ％ D 

6 ＂ ＂ 2 1. 0 8. 6 26. 9 ％ D 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

口 唇 . L R縄文， 箆描沈線 9 本， 全体に 箆磨 き
底部周 辺 ． ケ ズ リ

口 唇 LR縄文． 頸
’

箆描沈線 2 本， 胴上半 櫛直線文 4
調整不明

箆沈線区画→縄文→箆重 山 形文 ， ハ ケ →磨 き

箆描沈線 7 本． ハ ケ → 磨 き

口 唇 ： L R
重

縄
連

文弧， 頸 ～ 胴上半 ： 沈線 区 画 十 LR縄文
胴下半 ． 文 磨 き

口 唇 . LR縄文， 頸 ～ 胴上半 ： 箆描沈線10本
全体に 磨 き

頸部 ： 箆描沈線， ハ ケ →磨 き

全
頸

体
部 ．

磨
突帯 2 '

赤
胴部 ． 箆沈線 2 ' 重連

弧
文

に き ・ 彩

ロ 唇 ' LR縄文， 頸部 ： 沈線区画 十 縄文， 胴 ． 箆 沈線 3
ハ ケ →磨 き

ロ 唇 ： L
＋

R
重

縄
連

文弧，
文

口
＋

縁
縄

： 2 孔一対 の 緊縛孔 2 ' 赤彩
箆波文 文， ハ ケ → ミ ガ キ

磨
頸部

き
：． 沈線区 画 ＋ 箆波文， 胴 ： 沈線 2 本 ＋ 重 山 形文

口 唇 " L R縄文， 胴 ： 区 画波状文， 磨 き

突帯 1 ' 箆磨 き

ハ ケ →磨 き

口 唇 ： L R縄文， ナ デ→磨 き ， 底部
・

焼成前穿孔 1

2 孔一対の緊縛孔 1 ' 磨 き

ロ 縁 . LR縄文， 片 口 ， 頸部 ． 沈線区画 ＋ 縄文＋ 重 山 形文
磨 き

頸部 ： 箆沈線 3 ' 調整不明

頸部
’

沈線区
i連画弧十 箆剌 突 十 櫛直線文， 胴上半 ： 懸垂文

胴下半 ： 重 文 ＋ 縄文， ハ ケ →磨 き

磨
頸部

き
沈線区 画 ＋ 縄文 ＋ 箆重 山 形文 ＋ 箆横羽状文

頸部
’

突 帯 ＋ 箆沈線， 調整不明

頸
櫛

部直 ． 沈線区
櫛
画直＋

線
縄

充
文＋ 箆波文， 胴上半 沈線区画＋

線文， 埴， 箆 山 形文， 磨 き

口 唇 : L R縄文， 頸 ～ 胴上半 ： 箆沈線， ナ デ→磨 き

頸部 ： 箆
箆

沈線 ＋ 箆
箆

重連
弧

文
整

( 2 本一 対）
胴部 ： 波 文 ＋ 沈線， 調 不明

ハ ケ → ナ デ

頸部 ： 縄文→沈線区画 箆沈線 3 本 ＋ 箆波文
調整不明

口 唇 ： L R縄文， 胴部 ． 櫛波状文 4 帯， 箆磨 き

口 唇 ： LR縄文， 胴部 ． 櫛 波状文 3 幣

口 唇 ： L R
櫛

縄単文斜， 胴上半 ： 櫛 波状文 6 帯 （上→下）
胴下半 ： 条痕， 調整不明

出 土土器観察表 1 

- 1 50 -

内 面
備 考

ロ 縁 ナ デ→磨 き
胴部 ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ ？

ナ デ

ハ ケ → ナ テ�

ナ テキ

ナ テ,.

ナ デ

ナ デ

口 縁 · 磨 き
胴 ・ ナ デ

磨 き

ナ デ

ハ ケ →磨 き

ハ ケ → ナ テ

ハ ケ→磨 き

ハ ケ → ナ テや

磨 き

ロ 縁 ． ナ デ→磨 き
胴 ： ナ テト

ナ デ

ナ テ

ナ デ

ナ デ

ハ ケ→ナ テ�ヽ

ロ 縁 ． 磨 き
胴 ’ ナ デ

調整不明

ナデ

調整不明

磨 き

磨 き

ハ ケ →磨 き



No. 種別 器種
法 最 (cm) 遺度存 色調ロ 径 底径 器高

7 弥生 甑 24. 6 1 1 . 0 22. 2 ％ DE 

FM 5 区 4 号住居址

1 弥生 -空 19. 8 ¾ C 

2 II ＂ 9. 2 ¾ C 

3 II 高杯 20. 6 ％ B 

4 ” 甕 16. 8 ％ s · 

5 ＂ II 21 .  0 ％ B 

MB 16号溝址

1 弥生 壺 12. 6 烙 C 

2 ＂ ＂ 1 1 .  0 ％ C 

3 ＂ II 12. 2 完 形 D 

4 ＂ II 1 2. 9 ％ B 

5 ＂ II 1 0. 4 ％ C 

6 II ＂ 9. 4 完形 C 

7 ＂ ＂ 10. 3 ％ C 

8 ＂ ＂ 8. 0 ％ B 

， ＂ ＂ 1 1 .  1 ％ B 

10  ＂ ＂ 12.  7 ¾ B 

1 1  ＂ II 12. 2 ％ B 

1 2  ＂ II 10. 2 7. 6 24. 1 完 形 B 

13  ＂ ＂ 8. 4 6. 6 1 7. 4 完 形 B 

14 ＂ II 7. 7 6. 4 16. 6 完 形 B 

1 5  ＂ /I 5. 7 6. 5 16. 6 完形 . B 

16 ＂ ＂ ％ C 

17  II ＂ ％ D 

18  ＂ ＂ ％ B 

19 ＂ II ％ B 

20 II ＂ 完 形 B 

21 ＂ ＂ ％ D 

22 ＂ ＂ ％ B 

23 II ＂ ％ B 

24 I/ ＂ ％ B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

縦磨 き ， 焼成後穿孔 1

口 唇 ： 山 形突起 4 ? 頸部 ． 箆直線 4 ' 調整不明

ハ ケ → 箆磨 き

箆磨 き ， 接合は 円板 充埴枝法

口 唇 ： L R縄文， 胴部 ： ハ ケ

口 唇 LR縄文， 頸部 ： 櫛波状文 2 ' 胴 部 ： 櫛縦羽
状文

日 唇 . LR
充
縄文

埴
， 口 縁 ： ハ ケ→ナデ， 頚 ～ 胴部 沈線区画＋

L R縄文 ， ハ ケ→ ナ デ
口 唇 ．

磨
箆刻み， 頸部 沈線区画→ 縄文充瑕

ハ ケ→ き
口 唇 ' L R縄文＋箆刻み， 頸部 ： 箆 沈線 3 本
ハ ケ → ナ デ
ロ唇 ' LR縄文， 頸部 ． 箆沈線， 沈線 区画→縄文充損→
箆 波 文
口唇 · LR縄文， 頸 ～ 胴上半 ’ 沈線区画→半裁竹管刺 突
ハ ケ → ナ デ

口 唇 ： L R縄文， 頸部 箆沈線， 磨 き

口 唇 ' L R縄文， ハ ケ → ナ テ

口 唇 箆刻み， ハ ケ → ナ デ

口 唇 ： L R縄文， 頸部 沈線区画→縄文充埴
調整不明
口

査
唇 ： L R縄文， 頸部 沈線区画 ・ 縄文

調 不明

頸部 ： 沈線区画→縄文充損， 調整不 明

口 唇 ： 箆刻み ， 頚部 ： 箆沈線
磨

， 胴部 ＇ 沈線区画→縄文充損
重連弧文→縄文充嘆 き
口 唇 ： 箆刻み，

磨
頸～ 胴部 ： 沈線区画→縄文充損

焼成後穿孔 1 , き
日 唇 ： L

文
R縄

→
文

縄
， 頚部 ： 箆沈線

成
1 ,

後
胴

穿
部

子
： 沈線区画→縄文充瑣

頂連弧 文充埴， 焼 L 1 .  磨 き

ロ 唇 ： LR縄文， 磨 き

頸部 ： 貼 り 付け突帯， 沈線区画→半裁竹管刺 突 • 縄文充壌
胴上半 懸垂文， 胴下半 沈線区画→縄文充峨 重 山形文
頸部 ： 沈線区画

線
・ 縄文， 胴上半 ： 懸垂文

胴下半 箆沈 ． 重山形文

沈線区画→縄文充損

頸部 ： 沈線
箆

区画→半
磨

裁竹管刺突
胴上半 ． 沈線． き
頸部 ： 沈線区画→ 半

2 本
裁一竹

対
管
），

刺 突 箆 波 文
胴上半 ’ .面波文懸垂( 1 ケ所, のみ， ハ ケ →ナデ

頸部 ： 箆沈線 2 ' 磨 き

頸部 ： 箆沈線 3 ' 磨 き

頸部 ： 貼 り 付け 突帯 1 • 磨 き

頸部 ： 箆沈線， 調整不明

出土上器観察表 2 

- 1 5 1 -

内 面 備 考

磨 き ？ 転用品

調整不明

ノ ヽ ケ

坪 ． 磨 き
脚 ： ハ ケ → ナ デ
口 縁 ： 磨 き
胴郎 ． ハケ→軽い磨 き ？

ハ ケ →磨 き

ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ
胴部 ： ナ デ
ロ 縁 ： 磨 き
胴部 ： 調整不明
ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ： ナ デ

調整不明

ロ 縁 ： 磨 き
胴部 ’ ナ テ�
ロ 縁 ： ハ ケ →磨 き
胴部 ： ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ： 磨 き
胴部 ： ナ デ

ナ テ�

調整不明

調壺不明

調整不明

調整不明

ロ 縁 ・ ナ デor磨
き
ロ 縁 ． ナ デor磨
き
ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ． 箆ナデ→ナ テ・

ハ ケ → ナ デ

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

調整不明

ナ デ

ナ テ"

ハ ケ → ナ デ



No. 種別 器種 法 量 (cm) 遺
度

存
ロ 径 底径 器高

MB16号溝址

25 弥生 空- 18. 6 ％ 

26 II ＂ 15. 4 ％ 

27 ＂ ＂ 18. 6 ％ 

28 II ＂ 22. 8 ¾ 

29 II 甕 28. 1 ％ 

30 ” ＂ 21 .  6 始

31 ＂ ＂ 19. 0 ％ 

32 II ＂ 19. 4 ％ 

33 II ” 19. 2 ％ 

34 ＂ ＂ 20. 0 始

35 II ＂ 1 7. 6 完形

36 ＂ II 14. 0 7. 0 16, 2 ％ 

37 ＂ ＂ 21 .  6 ％ 

38 // ＂ 18. 7 ％ 

39 ＂ ＂ 5. 6 ¾ 

40 ＂ II 16. 4 ¾ 

4 1  ＂ ＂ 16. 8 ％ 

42 ＂ ＂ 12. 4 ¾ 

43 ＂ II 10. 8 ½ 

44 II ＂ 23. 8 ¼ 

45 II II 18. 0 ％ 

46 ＂ ＂ 19. 6 ％ 

47 II ＂ 17. 2 ½ 

48 II ＂ 10. 9 5. 8 12. 6 ½ 

49 II ＂ 12. 0 ½ 

50 II ＂ 21 .  7 焙

51 ＂ 深鉢 19. 3 ¼ 

52 ＂ 無頚壺 15. 1 ％ 

53 fl 深鉢 21. 6 ％ 

54 ＂ 甑 19. 8 7. 4 15. 1 ％ 

55 ＂ 坪 16. 6 6. 6 7. 1 完形

色調

C 

B 

C 

C 

D 

B 

B 

AB 

B 

C 

BC 

D 

D 

BC 

D 

D 

C 

B 

D 

D 

D 

CD 

C 

D 

D 

C 

D 

C 

B 

D 

B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

ロ 縁 ． 指 ツ マ ミ 上げ， 頸～胴部 ’ 沈線区画→櫛直線文 ・
櫛単斜線文， ハ ケ → ナ デ ？

頸部 ： 櫛 直線文， 半栽竹管刺 突， 調整不明

頸部 ： 箆 沈線． 指頭円文． ハ ケ →磨 き

頸部 ： 箆沈線， 指頭円文， ハ ケ →磨 き

口 唇 ： L R縄文→指ツ マ ミ 上げ， 胴部 ： 櫛横羽状文
2 次焼成受け る

口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ， 頸部 ： 櫛波状文
胴部 · 櫛横羽状文or単斜条痕

口 唇 . LR縄文→指ツ マ ミ 上げ， 頸部 ： 櫛 波状文
胴部 ： 櫛横羽状文

口 唇 ：
櫛
L R

横
縄
羽

文
状

→
文

指o ツ マ ミ 上げ， 頸部 ： 櫛 直線文
胴部 . r単斜条痕

口 唇 ：
櫛
L R

横
縄
羽

文
状

→
文

指
→

ツ マ ミ 上げ
胴部 ： 頸部 ． 櫛 直線文

口 唇 ： L
櫛

R
横

縄
羽

文
状

→
文

指 ツ マ ミ 上げ． 頸部 ． 櫛 波 条文
胴部 ：

口 唇 ： L R縄文， 頸 ～ 胴部 ： 櫛横羽状文
2 次焼成

口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ． 頸部 ： 櫛波状文
胴部 ： 櫛縦羽状文． ハ ケ→磨 き

口 唇 ： LR縄文 ， 頸部 櫛直線文， 胴部 ． 櫛縦羽状文
調整不明

口 唇 ： L R縄文， 頸部 ： 櫛 直線文， 胴部 ： 櫛縦羽状
文

胴部 ． 櫛縦羽状文． ハ ケ →磨 き

口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ
胴部 ． 櫛縦羽状文→頸部 ： 櫛波状文， 磨 き

口 唇 . LR縄文， 頸部 ： 櫛直線文， 胴部
’

櫛縦羽状
文

ロ 唇 ： L R縄文， 頸 ～ 胴部 ： 櫛縦羽状文

口 唇 ： 箆刻み ， 胴部 ： 箆磨 き

ロ 縁
文
： L

懸
R

垂
縄文→箆山形文， 胴部 ． 櫛 波状文 （上→下） →

箆 波

口 唇 ： L R
！文

縄
の

文
交

→
互

指施ツ
文

マ ミ 上げ， 頸 ～ 胴部 ： 櫛波状
文 • 直線 （上→下）

口 唇施 ： L R縄文， 頸 ～ 胴部 ： 櫛 波状文 • 直線文の 交
互 文

下
口 ）唇 ： 指 ツ マ ミ 上 げ． 頸 ～ 胴 部 ． 櫛 波 状 文 （上→

ロ 縁 ： ナ デ， 頸～ 胴部 櫛 波状文， ハ ケ→磨 き
2 次焼成受

口 唇
画
LR）縄文

→
→
半
指

裁
ツマ

竹
ミ
管
上げ

刺
， 桐部 区画波状文 （波状文→

縦区 突， ハ ケ

口 唇 ： L R縄文， 頸部 箆沈線， ハ ケ

口 唇 ： L R縄文， 頸部 ： 箆沈線， 連弧文→縄文充碩

磨 き • 赤彩

口 唇 ： L R縄文， 胴 ： 箆 沈線， 重連弧文． ハ ケ→磨
き

ハ ケ→磨
ク
牙 き

焼成後 孔 l

磨 き ， 底部周辺
’ ケ ズ リ →磨 き

出土土器観察表 3 
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内 面
備考

口 縁 ’
調整不明

胴部 ： ハ ケ → ナ デ

調整不明

ロ 縁 ’
ハ ケ→磨 き

胴部 ． ナ テ『

ロ 縁 ’
ハ ケ→磨 き

胴部 ． ナ テ，

ハ ケ →磨 き

ハ ケ→磨 き

ハ ケ→磨 き

磨 き

ハ ケ→磨 き

ハ ケ →磨 き

調整不明

ハ ケ →磨 き

調整不明

ハ ケ→磨 き

ハ ケ→磨 き

ハ ケ →磨 き

ハ ケ→磨 き

ハ ケ → 磨 き

磨 き

ハ ケ →磨 き

磨 き

ハ ケ→磨 き

磨 き

磨 き

磨 き

磨 き

磨 き

磨 き • 赤彩

ハ ケ → 磨 き

ハ ケ→磨 き 転用品

磨 き



N 種別 器種 法 緑 (cm) 遺度存 色調0. ロ 径 底径 器高

MB16号溝址

56 弥生 坪 1 7. 3 ％ B 

57 II 無頚壺 11 .  0 烙 AB 

58 II 高坪 21. 8 ％ C 

MB15号溝址

1 弥生 壺 10. 6 ¾ B 

2 ＂ ＂ 10. 6 ％ B 

3 ＂ ＂ 1 0. 0 ％ B 

4 ＂ II 10. 6 ％ B 

5 II II 10. 6 完形 C 

6 ＂ ＂ ％ B 

7 ＂ II 1 1. 4 ％ C 

8 ＂ ＂ 1 1. 1 ¾ B 

， ＂ II ½ B 

10  ＂ ” 6, 2 ¾ B 

1 1  II ＂ ％ B 

12  II 甕 22. 5 6. 0 24. 4 ％ D 

1 3  II II 14. 4 ¾ D 

14 ＂ II 19. 4 ％ C 

15 II II 16. 0 ％ B 

16 II ＂ 22. 8 ％ C 

17  ＂ ＂ 17. 2 ％ C 

18 II ＂ 16. 0 ½ C 

19 II ＂ 15. 6 6. 6 17. 6 ％ C 

20 II ＂ 1 2. 0 ％ B 

21  ＂ 鉢 18. 4 5. 8 9. 7 ％ B 

22 II II 20. 0 7. 6 10. 5 ％ B 

23 II II 22. 4 ％ B 

FM 5 区12号住居址

1 弥生 壺 20. 7 ％ B 

2 II II 19. 0 ¾ BC 

3 ＂ II ％ B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

ロ 縁 ’ 突起， 磨 き ・ 赤彩

2 ケー対の 緊縛孔， 磨 き • 赤彩

ロ 縁 ： 2 ケー対の 山 形 突起． 磨 き • 赤彩

磨
口唇

き
LR縄文→指ツマ ミ 上げ， 頚部 沈線区画→縄文充瑣

口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ
頸部 ： 沈線区画→半裁竹管刺突， 縄文充損， 磨 き
口 唇 ： L R縄

磨
文

き
→指ツ マ ミ 上げ， 頸部 ： 沈線区画→

縄文充填，
口 唇 ： L R縄

磨
文

き
， 頸部 貼 り 付け 突帯， 沈線区画→

櫛 直線文，

口 唇 L R懸縄垂文
文

， 頸
磨

部 沈線区画→縄文充填
胴上半 ： ， き

頸部 ． 沈線区画→縄文充填， 磨 き

口 唇 ： L R縄文， 頸～胴部 ： 沈線区画→縄文充瑣
ハ ケ→磨 き

口 唇 . L R縄文， 磨 き

頸 ～ 胴部 ： 沈線区画→櫛直線文 ・ 櫛刺突文の交互施
文

箆重連弧文， ハ ケ→磨 き

箆重山形文， 磨 き →赤彩

口 唇 ： LR縄文→指ツ マ ミ 上げ， 胴上半 ． 櫛斜格子文
ハ ケ →磨 き
口 唇 . LR縄文→指 ツ マ ミ 上げ、 胴 ： 櫛縦羽状文→
頸部 ： 櫛波状文
口 唇 ： L

櫛
R

直
縄文

線
→指ツ マ ミ 上げ， 胴部 ． 櫛単斜条痕→

頸部 ： 文， 磨 き
口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ， 頸部 ： 櫛波状文
胴 部 ： 櫛縦羽状文

口 唇 ： L R縄文， 胴部 ． 櫛横羽状文

口 唇 ： L R縄文→指 ツ マ ミ 上げ， 頸 ～ 胴部 ： 櫛波状
文
口 唇 ： 指 ツ マ ミ 上げ， 胴部 • 櫛縦羽状文→頸部 • 櫛
波状文
口 唇 ： LR縄文， 頸部 櫛直線文， 胴部 区画波状文
ハ ケ→磨 き

胴上半 ： ハ ケ→ナデ， 胴下半 ・ ハ ケ →磨 き

ロ 縁 ： 楕円形突起 4 ' 磨 き • 赤彩

ロ 縁 ： 2 ケー対の 緊縛孔 1 ' ハ ケ→磨 き • 赤彩

ハ ケ→磨 き • 赤彩

口 縁 ハ ケ→ナデ， 頸部 ． 櫛 直 線文 3 ' 胴部 ： 磨 き

口 縁 • 櫛 波状文 1 ' 磨 き ， 頸部 ： 箆切 り T字文

ロ 縁 ： ハ ケ→磨 き ， 頸部 櫛 波状文 （上→下）

出土土器観察表 4 
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内 面 備考

磨 き • 赤彩

ハ ケ →磨 き • 赤彩

磨 き · 赤彩

ロ 縁 ’ 磨 き
頸部 ナ デ

調整不明

口 縁 磨 き
頸部 ． ナ デ
ロ 縁 磨 き
頸部 ナ デ
ロ 縁 磨 き
頸部 ． ナ テゞ

ナ デ

ロ 縁 ． 磨 き
胴部 ’ ナ デ
ロ 縁 ． ハ ケ→磨 き
胴部 ナ テゞ

調整不明

ハ ケ → ナ デ

ナ テ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ→磨 き

磨 き

調整不明

調整不明

磨 き

磨 き

ハ ケ→磨 き

胴
日緑下～半

胴上
：
半
磨

： ハ
き

ケ→ナデ

ハ ケ→磨 き ・ 赤彩

磨 き • 赤彩

磨 き • 赤彩

ロ 縁 ： 磨 き
胴部 ： ナ デ

磨 き

ロ 縁 ： 磨 き · 赤彩
胴部 ： ナデ



法 鑓 (cm) 遺
度存No. 種別 器種

ロ 径 底径 器高
色 調

FM 5 区 1 2号住居址

4 弥生 甕 20. 4 ％ C 

5 II ＂ 1 7. 2 ¼ C 

6 II ＂ 30. 0 始 C 

7 II ＂ 26. 0 沼 B 

8 ＂ ＂ 1 7. 0 ％ D 

， ＂ ＂ 14 . 0 ½ B 

1 0  ＂ II 2 1. 5 ％ C 

FM 5 区1 5号住居址

1 弥生 甕 18. 0 ¾ D 

2 II ＂ 19. 2 ½ B 

3 ＂ II 13. 4 5. 5 16. 2 ％ D 

4 ＂ 高 坪 19. 8 1 1. 8 1 4. 1 ¾ C 

5 II II 22. 6 14. 5 1 7. 5 ¾ B 

Y D 3 区 5 号住居址

1 土師 壺 13. 8 5. 2 20. 2 ¾ CD 

2 II 小丸柑 1 1 .  6 5. 8 完形 D 

3 ＂ 高 杯 1 1 .  1 ％ C D  

4 II 甕 5. 0 ％ BC 

5 ＂ 短頚壺 1 1 .  0 8. 7 ¾ C 

6 II II 1 1 .  8 3. 0 12.  7 ％ C 

7 II 高坪 1 3. 2 18. 8 1 1 .  1 完形 B 

8 II ＂ 10. 1 15. 0 9. 0 ％ B 

， ” ＂ 14 . 2 ¾ C 

1 0  ” 器台 9. 8 1 1, 8 9. 9 完形 B 

1 1  ＂ II 8. 8 12.  2 8. 3 完形 B 

12 II ＂ 8. 6 1 1 .  7 8. 0 完形 BC 

1 3  II 鉢 1 7. 6 2, 5 7. 6 ¾ D 

1 4  ＂ 甕 1 7. 0 ％ CD 

15  ＂ ＂ 1 2. 8 4. 2 14. 8 完形 CD 

16  ＂ ” 18. 5 22. 3 完形 D 

1 7  ＂ II 18. 2 ％ CD 

成 形 ・ 調 整 ・ 文
外 面

口 縁
・ ハ ケ → ナ デ

（
，
上

頸部 • 等間隔止め簾状文
胴部 ： 櫛波状文 →下）

ロ 縁 ． ナ デ， 頸
（
部 等

）
間隔 止め簾状文

胴部 • 波状文 上→下

様

ロ 縁 ． ナ デ， 頸部
’

等 間 隔止め簾状文， 胴部
’ 櫛波

状文

ロ 縁 ． ナ デ， 頸部 ． 等 間 隔 止 め 簾状文， 胴部 ． ナ テ”

ロ 縁 ： 櫛 波状文 3 ' 頸部 ： 2 連止め簾状文， 胴部
櫛 波状文

口 縁 ． 櫛 波状文 1 ' 頸部 ： 等 間 隔 止 め簾状文

ロ 縁 ： 櫛波状文 3 ' 胴部 ： 櫛縦羽状文

口 縁 櫛波状文 3 ' 頸部 ' 2 連止め簾状文， 胴部 櫛波状文
（上→下）

ロ 縁 ： 櫛 波状文， 頸部 ． 等 間 隔 止 め 簾状文

口 縁 横ナ テ·, 頚部 等間隔止め簾状文， 胴部 ： 櫛波状文 l
磨 き

磨 き • 赤彩

磨 き • 赤彩

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ， 胴部 ： ハ ケ ， 胴下半 ・ 底部
＇ ケ

ズ リ

ロ 縁 ： ケ ズ リ →磨 き ， 体部 ： ケ ズ リ →磨 き

磨 き ， 円 形透か し 孔， 3 孔 2 段

胴部 ： ハ ケ ， 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ → ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ ？ →ナ デ

磨 き ， 円 形透か し 孔， 3 孔 2 段

磨 き ， 円形透か し 孔， 3 孔 2 段

ハ ケ →磨 き ， 円 形透か し 孔

磨 き ， 円 形透か し 孔 3

磨 き ， 円 形透か し 孔， 3 孔 2 段

ハ ケ→磨 き ， 円 形透か し 孔， 4 孔

ハ ケ →磨 き

ロ 縁 ・ ハ ケ → ナ デ， 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： ハ ケ ， 胴部 ： ケ ズ リ → ナ デ， 底部 ： ケ ズ リ →
ナ デ

ロ 縁 ’ ハ ケ → ナ デ， 胴部 ： 磨 き

ロ 縁 ． ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ →磨 き orナ デ

出 土土器観察表 5 
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内 面
備考

ハ ケ →磨 き

ハ ケ→磨 き

ハ ケ →磨 き

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ →磨 き

磨 き

磨 き ？

磨 き

磨 き

磨 き

坪部 ： 磨 き • 赤彩
脚部 ： ナ デ

坪部 ： 磨 き • 赤彩
脚部 ： ナ テ

さ

ロ 縁 ： ハ ケ 床
直

胴部
・ ケ ズ リ →ナ デ

口 縁 ： ハ ケ → ナ デ ＂ 
体部 ． ケ ズ リ →ナ テ

・

坪部 ： 磨 き ＂ 
脚部 ， ケ ズ リ →ナテ・

ハ ケ → ナ テ｀ ＂ 
ロ 縁 ： ハ ケ→ ナ デ ＂ 
ナ デ II 

杯部 ： 磨 き ？ ＂ 
脚部 ： ハ ケ→ ナ デ

杯部 ． 磨 き ？ II 
脚部

’ ハ ケ → ナ デ

杯部
’

磨 き II 
脚部 ナ デ

受部 ． 磨 き II 
脚部 ： 箆ナデ→ナデ

受部
’

磨 き II 
脚部 調整不 明

受部
’

磨 き ＂ 
脚部 ハ ケ → ナ デ

磨 き ＂ 
口 縁 ナ テ令

覆土胴部 ． ケ ズ リ →ナ デ

口 縁 ’ ナ デ ＂ 
胴部 ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ． ケ ズ リ →ナ テ・
II 

胴部 ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ナ デ ＂ 
胴部 ヶ ズ リ →ナ デ



No. 種別 器種 法 紐 (cm) 遺
度

存 色調
成 形 ・ 調 整 ・ 文 様 備考

ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

YD 3 区 5 号住居址

18 土師 甕 1 6. 6 ％ C ロ 縁 ： ナ デ． 胴部 ’ ハ ケ ロ 縁 ・ ナ デ 毅土胴部 ケ ズ リ

19 II ＂ 1 7. 6 ％ B ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ → ナ テ
が ロ 縁 ナ デ ＂ 

胴部 ： ケ ズ リ →ナ デ

20 II 鉢 1 6. 7 2. 4 8. 0 完形 B ロ 縁 ： ケ ズ リ → ナ デ， 体部 ： ケ ズ リ →ナ デor磨 き 磨 き ＂ 

21 II 高坪 20. 2 ％ B ハ ケ →磨 き ハ ケ →磨 き 11 

22 II 器台 8. 0 10. 6 7. 2 完形 CD 磨 き ， 円形透か し 孔 3 細受部部．． ．． 磨 き
ケ ズ リ →ナ デ

II 

23 ＂ II 1 1. 2 ％ B 磨 き ケ ズ リ → ナ デ ＂ 
円形透か し 孔， 3 孔 2 段

24 II II 13. 3 完形 C 磨 き ， 円 形透 か し 孔， 3 孔 2 段 ノ ヽ ケ II 

25 II II 6. 9 6. 8 5. 2 完形 D 口 唇 ： 面 と り ， 受部 ： ハ ケ → ナ テ， 脚 部 ： 指頭押捺 受部 ． ハ ケ II 
→ ナ デ 脚部 ： ナ テ

1224号土猥

1 土 師 壺 18. 0 (7. 0) 31 .  4 完形 A B  口 唇 ： 面 と り → ナ デ， 全体に 磨 き ， 胴下半焼成後穿 口 緑 ： ハ ケ →磨 き
孔 1 胴部 ： ナ テ今

2 ＂ II 9. 0 完形 C ロ 縁 ： ナ デ， 頸 ～ 胴 部 ： ハ ケ → ナ デ ナ テ

3 ＂ 小丸tit 10. 0 5. 2 ％ B ロ 縁 ： 磨 き ， 体部
・ ケ ズ リ →磨 き ロ 縁 ’

磨 き
体部 ． ケ ズ リ

4 II 坪 7. 8 2. 0 4. 2 ％ BC ハ ケ → ナ デ ナ デ

5 ＂ 甕 15. 2 4. 2 1 8. 8 完形 B ロ 縁 ： ナ デ， 胴上半 ： ハ ケ， 胴下半 ： ハ ケ → ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ テ
桐部 ＇ ケ ズ リ →ナテ・

6 ＂ 甑 5. 2 ％ CD 調整不明， 底部 ： 焼成前穿孔 1 調整不明

7 ＂ 器台 7. 8 10. 8 7. 2 ％ CD 磨 き 受部 磨 き
脚部 ’ ナ テ”

8 II 高坪 15. 9 ％ BC ハ ケ →磨 き ， 円 形透か し 孔， 3 孔 2 段 ナ デ

， ＂ 鉢 15. 6 10. 7 ％ C ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ・ ケ ズ リ →ナ デ

1 0  ＂ 甕 14. 0 ％ D ロ 縁 ’ ナ テ', 胴部 ： ケ ズ リ → ナ デ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ＇ ケ ズ リ →ナ デ

1 1  ＂ II 1 7. 8 ％ D ロ 縁 ナ デ， 胴部 ： ハ ケ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ． ケ ズ リ →ナ デ

F M  2 区 2 号土堀

1 土師 '.!:Ji" ． 12. 2 ％ C ロ 縁 ハ ケ → ナ デ． 胴部 ハ ケ ロ 縁 ハ ケ→ ナ デ
·胴部 ． ナ デ

2 II 9. 4 ％ CD ロ 縁 ． ナ デ→磨 き 口 縁 · 磨 き
II 胴部 ．． 磨 き 胴部 ．・ ナデ

3 甕 15. 2 ¾ D 口 唇 • 面 と り ， 口 縁 ～ 胴部 ： ハ ケ→ ナ デ 口 縁 ： ハ ケ
II 胴部 ナ デ

4 1 6. 7 6, 4 22. 7 ％ D ロ 縁 ： ハ ケ →ナ デ， 胴部 ． ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ： ハ ケ→ ナ デ

II ＂ 胴部
・ ハ ケ → ナ デ

5 ＂ 鉢 10. 8 4. 0 3. 2 ％ D ロ 縁 ・ ハ ケ → ナ デ， 体部 ： ハ ケ ナ テ�

6 II 高坪 14.  4 完形 C 磨 き ， 円 形透か し 6 ハ ケ → ナ デ

FM 4 区20号溝址

1 土師 壺 1 1. 5 2. 8 13. 5 ½ BC 調整不明 調整不明

2 甕 12. 4 1 0. 2 1 7. 4 ％ BC ロ 縁 ： ナ テ．， 胴上半 ハ ケ ， 胴 下半 ． ケ ズ リ ， 脚 ロ 縁 ： ハ ケ→ ナ デ＂ 部 ： ハ ケ → ナ デ 胴部 ’
ナデ， 開部 ナデ

3 14. 0 9. 6 19 . 6 ％ B 口 唇 ． 面 と り ， 口 縁
・ ハ ケ→ ナ デ， 胴部 ハ ケ ， 脚 D緑 I ヽケ， 胴蔀 、 ナデ＂ II 部

’ ハ ケ 脚部 ハ ケ → ナ デ

出 土土器観察表 6 
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No. 種別 法 量 (cm) 遺
度

存
器種 ロ 径 底径 器尚

FM 4 区20号溝址

4 土師 甕 12. 6 妬

5 II ff 13. 2 焔

6 II II 13. 6 焔

7 ＂ II 14. 0 焔

FM 5 区 13号住居址

1 土 師 空- 1 7. 3 8. 3- 32. 4 ％ 

2 II II 15. 8 ％ 

3 ＂ II 18. 6 ％ 

4 II ＂ 14. 6 ½ 

5 II ＂ 8. 2 ％ 

6 II ＂ 16. 9 17. 1 完形

7 II ＂ ％ 

8 ＂ ＂ ％ 

， II ＂ ％ 

1 0  ＂ 甕 20. 6 2. 3 33. 0 ¾ 

1 1  II II 15. 7 完形

1 2  ＂ 鉢 12. 0 3. 5 9. 0 ½ 

1 3  ＂ 甑 20. 8 3. 9 8. 8 完形

14 II 片 ロ 12. 2 6. 6 12. 4 完形

15 II 高坪 1 7. 2 1 3. 5 14. 7 完形

16 II ＂ 1 3. 6 完形

17 ＂ II 完形

18 II 小丸対 9. 0 9. 6 完形

19 II II 7, 0 7. 4 完形

20 II II 8. 8 8. 9 完形

21 II ＂ ％ 

22 II II ％ 

23 ” 甕 4. 5 3. 0 5, 4 完形

FM 5 区 5 号住居址

l 土師 寝 16, 6 ％ 

2 II 小丸埒 8. 2 10. 1 ％ 

色 調
成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

D 口 縁 ． ナ デ， 胴部 ： ハ ケ

B ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ’ ハ ケ

C ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ハ ケ→ ナ デ

B 口 縁 ’ ハ ケ → ナ デ， 胴部 ： ハ ケ

D ロ 縁
・

ナ デ， 胴上半 ： ナ デ， 焼成後 穿孔， 胴下半 ：
ハ ケ → ナ デ

C D  口 縁 ． ハ ケ → ナ テ， 胴部
・ ハ ケ → ナ デ

B C  ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ

C D  ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ハ ケ → ナ デ

BC ナ デ， 胴上半 に 焼成 後 穿 孔 1

BC ロ 縁 ’ ハ ケ →ナ デ→暗文状の磨き ， 胴部 ハケ→ ミ ガ キ
焼成前穿孔 1

B 頸 ～ 胴部 ． ナ デ， 焼成後穿孔 1 ' 胴下半 ： 箆ナ デ

D 磨 き

BC ハ ケ →磨 き

BC ロ 縁 ． ナ テ", 胴上半 ハ ケ ， 底部周 辺 ： ナ テ
ふ

CD ロ 縁 ． ナ デ
胴部 ． ナ デ

BC ロ 縁 ． ナ デ， 体部上半 ： ハ ケ ， 体部下半 ： ケ ズ リ →
ナ デ

B C  ロ 縁 ： 指頭押捺， ナ デ， 体部上半 ハ ケ → ナ デ
体部下半 ： ケ ズ リ →ナ デ， 底 部 ： 焼成前穿孔 1

BC 体部上半
’ ハ ケ， 体部下半 ： ナ デ， 焼成後穿孔 1

B 磨 き

BC 坪部 ． ハ ケ → ナ デ， ケ ズ リ ， 脚 部 ： ハ ケ → ナ デ

C 調整不明， 磨 き

B ナ デ ？

B 調整不明

B ナ デ

B ナ デ

B ハ ケ → ナ デ

C ミ ニ チ ュ ア ， 調整不明

C 口 縁 ： ナ デ， 胴上半 ： ハ ケ， 胴下半 ： ハ ケ → ケ ズ リ

B ロ 縁 ： ハ ケ →磨 き ， 胴上半 磨 き ， 胴下半 ケ ズ リ
→磨 き

出 土土器観察表 7 
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内 面

ナ テ

ナ デ

ナ デ

口 縁 ： ナ デ
胴部 ： ハ ケ

叫点
＇ ナデ， 顎部

＇ ハケ
胴部

・ ハ ケ → ナ テぐ

D縁 ＇ ナデ， 頷部 ハケ
胴部 ． ハ ケ

ロ 縁 ・ ナ テ' ?
胴部， 指頭押捺

ナ デ

ナ デ

日 ～ 顕部 ハケ→磨 き
胴部 ： ハ ケ → ナ デ

頸部 ． ミ ガ キ
胴部 箆ナデ→ ナ デ

口 縁 ： 磨 き
胴部 ： ナ デ

ナ デ

ロ 縁 ． ナ デ
胴蔀 ： ナデ， 底郎 ハケ

ロ 縁 ’ ナ デ
胴部 ． ナ デ

ロ 縁 ． ナ デ
体部 ： ナ デ

ナ デ→ 箆 ナ デ

ハ ケ→ ナ テJ

坪部 ： 磨 き
脚部 ： ナ デ

杯部
・ ハ ケ

脚 部 ． ナ デ ・ ケ ズ リ

坪部 ： 磨 き

ナ テ

調整不明

ナデ

ナ テ ・ ハ ケ

ノ ヽ ケ

調整不明

ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ

ロ 縁 ：
筏

磨
平

き
胴部 滑化→ ナテ・

備考



法 最 (cm) 遺度
存No. 種別 器種 ロ 径 底径 器高

色調

FM 5 区 5 号住居址

3 土 師 小丸琲 8. 0 8. 1 ％ D 

4 II 高杯 15. 2 ％ C 

5 ＂ ＂ 19. 1 ％ C 

FM 2 区23号住居址

1 土師 '.ill( ギ 15. 3 ¾ C 

2 II ＂ 16. 5 完 形 C 

3 ＂ 甕 16. 6 完形 D 

4 ＂ 甑 14. 8 3. 4 8. 2 ％ D 

5 ＂ 甕 15, 6 ½ D 

6 /I 高坪 1 7. 6 完形 B 

7 II 甕 1 4. 6 ％ D 

8 II II 12. 4 完形 D 

， II 壺 23. 6 完形 C 

MB 2 号住居址

1 土 師 甕 14, 6 ％ C 

2 II II 1 5. 0 始 C 

3 ＂ 高杯 ％ B 

4 ＂ 小丸紺 7. 8 2. 9 8. 8 完形 B 

5 ＂ ＂ 8. 2 8. 3 完形 B 

6 ＂ II 8. 8 8. 8 完形 B 

7 ＂ ＂ 7. 9 8. 6 ％ B 

8 ＂ II 10. 2 2. 9 9. 6 ％ C 

， II II 9. 6 9. 6 完形 B 

MB 3 号住居址

1 土師 蛮-{ 18. 0 5. 0 23. l ％ D 

2 ＂ ＂ 6, 6 ％ C 

3 ＂ II 12 .  7 15. 4 ％ CD 

4 ＂ II 9. 6 ％ BC 

5 ＂ 甕 1 7. 7 ½ D 

6 II II 17. 4 完形 D 

7 ＂ 小丸Jil 9. 0 9. 4 ¼ B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様 備考外 面 内 面

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ， 胴上半 ： ナ テ， 胴下半 ， ケ ズ リ 口 縁 ： ナ デ
→ ナ デ 胴部 ’ 指頭押捺 ・ ナ デ

ハ ケ →磨 き 磨 き

ハ ケ →磨 き 磨 き

ロ 縁 ’ ナ デ． 胴部 ’ ハ ケ 口 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ’ ハケ ・ 箆ナデ

口 縁 ’ 磨 き ， 胴部 ’ 磨 き ロ 縁 ： 磨 き
胴部 ’ ナ デ

ロ 縁 ． ナ テ.. 胴部 ： 箆 ナ デ ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ． ハ ケ

ハ ケ → ナ デ， 底部 ・ 焼成前穿孔 1 ハ ケ→ ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ． ハ ケ → ナ デ ナ テゞ

磨 き 坪部 ’ 磨 き
脚部 ナ テや

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ． 胴部 ． ナ テ ノ ヽ ケ

／ ヽ ケ ノ ヽ ケ

ロ 縁 ： ナ デ→磨 き ， 頸部 ： ハ ケ → ナ デ ロ 縁 ． ナ デ→磨 き
ロ 縁 ： キ ザ ミ ， 円 形浮文， 頸部 ： 櫛横線 頸部 ． ハ ケ → ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： 調整不明 ナ デ

口 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ハ ケ ハ ケ → ナ デ

磨 き 坪部 磨 き
脚部 ． シ ポ リ

ロ 縁 ～ 胴上半 ’ ハ ケ→ ナ デ， 胴 下 半 ： ケ ズ リ → ナ デ ナ デ

口 縁 ～ 胴上半 ナ デ→磨 き ， 胴下半 ： ケ ズ リ →磨 き 口 縁 ： ナ デ→磨 き
胴部 ： ナ デ

口 縁～ 胴上半 ’ ナ デ→磨 き ． 胴下半 ： ケ ズ リ →磨 き ナ デ

口 縁 ～ 胴上半 ． ナ デ， 胴下半 ’ ケ ズ リ → ナ デ ナ デ

口 緑 ～ 胴上半 ． ナ デ， 胴下半 ． ケ ズ リ → ナ デ ナ デ

ロ
磨
縁 ～ 胴上半 ハ ケ→ ナ デ→磨 き ， 胴下半 ， ケ ズ リ ロ 縁 ： ハ ケ→ ナ デ

→ き 胴部 ： ナ デ

ロ 縁 ： ナ テ．．， 胴部 ： ハ ケ ロ 縁 ナ デ
胴部 ・

ハ ケ ・ ナ テ

ナ デ， ＜ ぽみ底 ナ テ

ロ 縁 ナ デ→磨 き ， 胴部 ・ ナ デor磨 き ロ 縁 ナ テ゜

胴部 ＇ 指頭押捺 ・ ナテ・

ナ テ� ナ デ

ロ 縁 ’ ハ ケ → ナ デ， 胴部 ’ ハ ケ → 箆 ナ デ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ： 箆 ナ デ

ロ 縁 ’ ナ デ， 胴部 ： ハ ケ ロ 縁 ： ナ テ
胴部 ： 箆ナデor ケ ズ リ

調整不明 調整不明

出 土土器観察表 8 
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N 種別 器種 法 量 (cm) 遺
度

存 色調0, 
ロ 径 底径 器 尚

M B 3 号住居址

8 土 師 高坪 20. 0 13. 6 1 7. 2 ½ BC 

， II II 1 7. 2 13. 6 15. 1 完形 CD 

10 ＂ II 15. 7 13. 2 13. 9 完形 BC 

11  II ＂ 22. 8 沼 C 

12 ＂ ＂ 18. 7 完形 B 

13 II ＂ 19. 3 ½ B 

14 II ＂ 1 3. 8 完 形 B C  

1 5  ＂ ＂ 1 1 .  6 完形 C 

16 II ＂ 9. 8 完形 C 

17 ＂ ミ｀ ニ
3. 3 2. 6 完形 D チ ュ ア

F M  1 区 1 号住居址

1 土師 ． 空 6. 6 ¾ C 

2 II II 19. 2 ％ B 

3 ＂ 甕 1 7. 6 3. 4 27, 0 完形 D 

4 ＂ ＂ 15. 0 6. 4 26. 1 ％ BC 

5 II 壺 9. 0 完 形 B 

6 II 甕 18. 8 ％ B 

7 II II 15. 8 ％ C 

8 II /I 19. 4 ％ D 

， ＂ 甑 14 . 9 4. 2 9. 1 完形 C 

10 II 甑 12.  7 7. 0 1 7. 1 ％ BC 

1 1  ＂ 高坪 19. 5 14.  9 14 . 0 完形 BC 

1 2  ＂ II 15. 8 12. 0 13. 0 ％ BC 

1 3  ＂ ＂ 1 7. 1 1 3. 6 12. 4 完形 CD 

1 4  ＂ ＂ 20. 8 1 7. 6 14 . 6 ％ CD 

15 ＂ ＂ 16. 2 13. 0 13. 9 ¾ B 

16 ＂ II 13. 9 ½ BC 

17  ＂ // 20. 2 ％ BC 

18 ＂ ＂ 18. 0 ¾ CD 

19 ＂ II 20. 0 ¾ B 

20 II ＂ 1 6. 0 ％ CD 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備 考外 面 内 面

杯部 ： ハ ケ， 調整不明， 脚 部 ： 焼成前穿孔 l 調整不明

杯部 ： ハ ケ → ナ デ， 脚部 ： ハ ケ→磨 き 脚
坪

部
部

：
： ナ デ
し ぼ り ・ ナテ・

坪部 ： ナ デ， 脚部 ： 磨 き 杯部 ： ナ デ
脚部 ’

し ば り ・ ナ デ

調 整不明 調整不明

磨 き ？ 杯部 ： 磨 き
脚部 ’ ハ ケ→ ナ デ

磨 き 磨 き

磨 き ナ デ

ナ テ ナ テ�

ナ テナ
ナ テ

ナ デ ナ デ

胴部 ： 磨 き 調整不明

調整不明 ロ 縁 ・ 調整不明
胴部 ・ 指頭押捺

ロ 縁 ． ナ デ， 胴上半 ： ハ ケ → ナ デ， 胴 中位 , I ヽ ケ → ケ ズ リ 口 縁 ナ デ
胴下半 ： ハ ケ 胴部 ： ケ ズ リ →ナ デ

調整不明 調整不明

磨 き ロ 縁 ナデor磨 き
胴部 ． ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ， 胴部 ハ ケ 調整不明

調 整不明 調整不明

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ， 胴部 ．’ ハ ケ 口 縁 ． ハ ケ→ナデ
胴部 ’ ハケ ・ ケ ズ リ →ナデ

調整不明， 底部
’

焼成前穿孔 l 磨 き

磨 き ， 把手欠損， 底部 ： 焼成前穿孔 7 調整不明

磨 き 坪部
’

磨 き
脚部 し ば り ， ナ デ

磨 き 坪部 ． 磨 き
脚部 ． ナ デ

磨 き 開
杯

部
部

：
： 磨 き
しばり ， 平滑化 ・ ナ デ

磨 き 坪部 ： 磨 き
脚部 ： ナ テ

杯部 ： ハ ケ →磨 き ， 脚部 磨 き 坪部 ： 磨 き
開郎 ＇ し ば り ， ハ ケ， ナテ’

杯部 ： 磨 き ， 脚 部 ： ハ ケ→磨 き 坪部 ： 磨 き
脚部 し ば り ， ナデ

磨 き 磨 き

ハ ケ →磨 き ハ ケ → 磨 き

磨 き 磨 き

磨 き 磨 き

出 土土器観察表 9 
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法 絨 (cm) I 逍
度

存No. 種別 器種 ロ 径 底径 器高
色調

FM l 区 1 号住居址

2 1  土 師 高坪 15. 4 ％ B 

22 ＂ ＂ 18. 2 ％ CD 

23 II /I 1 3. 8 ％ B 

24 II II 1 3. 9 完形 CD 

25 II II 13. 8 ％ CD 

26 ＂ II 12. 4 ¾ BC 

27 II II 15. 0 完形 B 

28 ＂ 鉢 12. 4 7. 6 ％ AB 

29 ＂ II 1 3. 0 ％ B 

30 ＂ " 12. 0 ½ D 

3 1  II 坪、 13. 7 5. 3 ¾ CD 

32 II II 14 . 2 ％ B 

33 ＂ 小丸対 7. 8 ％ C 

FM 1 区， 9 号住居址

1 土師 甕 16. 1 19. 1 ％ C 

2 II ＂ 16. 4 ％ B 

3 II II 18. 8 ％ BC 

4 II II 18. 8 ½ C 

5 II 甑 22. 5 9. 0 26. 0 ％ D 

6 ＂ II 20. 2 1 3. 1 25. 9 ％ BC 

7 ＂ 鉢 10. 8 ％ B 

8 II 壺 9. 2 ％ BC 

， II 鉢 18. 6 7. 6 13. 3 ％ C 

10  ＂ 坪、 14.  4 7. 9 ％ B 

1 1  II 高坪 18. 3 ％ B 

12  須 恵 高 坪 18. 5 12. 0 13. 4 ¾ 

13 II 聡 完形

1 4  土師 聡 8. 6 8. 8 完形 C 

15  // 坪 15. 2 5. 7 完形 B 

16  II ＂ 15. 2 4. 5 ½ BC 

17  ＂ ＂ 15. 6 5. 1 ½ B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
外 面

磨 き

調整不明

磨 き

磨 き

磨 き

磨 き

磨 き

ロ 縁 ～ 体部上半 ： 磨 き ， 底部 ． ケ ズ リ →磨 き

ハ ケ →磨 き ？

ロ 縁 ’ ナ デ， 体部 ハ ケ → ナ デ

磨 き

磨 き

調整不明

ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ， 胴部 ・ ハ ケ ， 底部周辺 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： 調整不明

ロ 縁
・

ハ ケ → ナ デ， 胴部 ハ ケ

ナ デ

口 縁 ． ハ ケ → ナ テ， 胴部
・

ハ ケ ， 把手欠損

ノ ヽ ケ

ナ デ→磨 き

磨 き

調整不明

口 縁
・ ナ デ→磨 き ， 体部 ： ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁
・ ナ デ→磨 き ， 坪部

．
． ケ ズ リ → 磨 き ， 脚部 ： 透

か し 有

把手欠損． 波状文

胴下半 ： 平行 タ タ キ ， 波状文

磨 き ， 鋸歯状の暗文有

ロ 縁 ： ナ デ→磨 き ， 底部 ： ケ ズ リ →磨 き

口 縁 ・ ナ デ→磨 き ， 底部 ： ケ ズ リ → ハ ケ →磨 き

口 縁 ナ デ→磨 き ， 底部
・ ケ ズ リ →磨 き

出 土 土器観察表 10 
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内 面

ハ ケ →磨 き

調 整不 明

ナ デ

ナ デ

し ぽ り ． ナ テ

坪部 ： 磨 き

脚郁 ． し ば り ， ナ デ

し ぼ り ， ナ デ

磨 き ？

磨 き ？

磨 き

磨 き

磨 き

調整不明

ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ． ケ ズ リ ， ハ ケ

ロ 縁 ナ テ令

胴部 ケ ズ リ →ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ナ デ

ロ 縁 ・ ナ デ
胴部 ， 箆平滑化→ナ テ

’

ロ 縁 ． ナ テぃ

胴部 調整不明

ロ 縁 ： 磨 き
体部 ： ナ デ

ロ 縁
頭磨押捺き

， 胴郎：指 ， ハ ケ→ナテ・

調整不明

ロ 縁 ． 磨 き
黒 色処理

磨 き →黒色処理

自 然釉付箔

ユ ピ オ サ エ

口 縁 ’
磨 き

胴部 ． ナ デ

箆平滑化→磨 き

磨 き →黒 色処理

磨 き

備 考



法 蘭 (cm) 遺
度存No. 種別 器種

ロ 径 底径 器 高
色 調

FM 1 区 9 号住居址

18 土師 坪 1 4. 3 4. 7 泊 BC 

19  ＂ ＂ 15. 7 5. 0 ¼ D 

20 " 高杯 15. 1 ¾ B C  

21  II II 1 1 .  6 完形 B 

22 II ＂ 1 1 . 5 ％ B 

M B 7 号溝址

1 土師 甕 19. 8 ¼ BC 

2 ＂ II 7. 3 ½ BC 

3 II 甑 23. 1 9. 0 32. 2 ％ BC 

4 ＂ ＂ 17. 1 5. 0 13. 7 ％ D 

5 I/ 鉢 13. 1 7. 0 1 0. 5 完形 D 

6 II 坪 14. 6 4. 9 ％ BC 

7 II ＂ 15. 5 5. 2 ％ BC 

8 II II 1 7. 0 5. 9 ½ B 

， II ＂ 16. 0 ％ B 

1 0  II II 13. 7 ％ BC 

1 1  ＂ II 1 0. 1 ½ BC 

1 2  II II 1 3. 8 5. 6 ½ B 

1 3  II 高 杯 1 6 .  2 1 0. 4 10. 5 完形 B 

M B 6 号土堀

1 土 師 甕 1 5. 5 29. 6 ％ C 

2 II ＂ 14. 6 6. 7 19. 1 完形 B 

3 II 高杯 16.  7 完形 B 

4 II II 17. 0 完形 B 

5 II 高坪 16.  7 完形 B 

6 II II 1 7. 0 完形 B 

7 ＂ ＂ 13. 8 ％ C 

8 ＂ 坪 13. 0 5. 8 ％ B 

， II II 14. 4 6. 2 完形 BC 

10 ＂ ＂ 12. 1 6. 4 完形 B 

1 1  II II 14. 0 5. 5 ½ B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様 備 考
外 面 内 面

磨 き 磨 き → 黒 色処理

ロ 縁 ： ナ デ→磨 き ， 底部 ． ケ ズ リ →磨 き 磨 き →黒 色処理

調整不明 調整不明

ハ ケ→磨 き 脚 ： ハ ケ → ナ デ

磨 き ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ハ ケ 調整不明

ノヽ ケ 調整不明

ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： ハ ケ → ナ デ 調整不明

ナ デ． 底部 焼成前穿孔 l ナ デ

磨 き ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ→磨 き ， 体部 ： ケ ズ リ → ナ デ 磨 き

ロ 縁 ハ ケ → ナ デ→ 磨 き ， 体部 ： ナ デ 磨 き ， 黒 色処理

調整不明 磨 き ， 黒色処理

ロ 縁 ： 磨 き ， 体部
’

ナ テ� 磨 き ， 黒 色処理

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ→磨 き ， 体部 ． ナ デ 磨 き ， 黒色処理

調 整不明 ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ． ケ ズ リ

ロ 縁 ： ナ デ， 体部 ： ケ ズ リ → ナ テウ ナ テ’

坪部
’

ハ ケ → ナ デ→磨 き ， 脚 部 ． ハ ケ→磨 き 杯部 磨 き
脚部 ： し ぽ り ， ナ デ

ロ 縁 ． ナ デ， 胴部 ： ハ ケ ロ 縁 ： ナ デ， 胴
部 ： 調整不明

ロ 縁 ナ デ， 胴部
’ ハ ケ ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ

胴部 ： ハ ケ

磨 き 磨 き

磨 き 磨 き

磨 き 磨 き

ケ ズ リ →磨 き 磨 き

調整不明 調整不明

ロ 縁 ・ ナ デ， 体部 ケ ズ リ →ナ テ＾
磨 き ， 黒 色処理

ケ ズ リ →磨 き 磨 き

口 縁 ： 磨 き ， 体部 ． ケ ズ リ →磨 ぎ 磨 き

調 整不 明 磨 き

出 土土器観察表 11 
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No. 種別 法 批 (cm) 追
度存 色調 成 形 ・ 調 整 ・ 文 様 備考器種 ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

MB 6 号土壊

12 土師 坪 1 3, 9 6. 9 完形 B 口 縁 ・ ナ デ→磨 き ， 体部 ： ケ ズ リ →磨き 磨 き

13 ＂ ＂ 1 1 .  9 5. l 完形 B 磨 き 磨 き

FM 3 区 2 号住居址

1 須 恵 坪 14. 4 12. 7 3. 9 完形 ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 箆切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ

2 ＂ ＂ 13. 4 9. 7 3. 9 ＂ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 筏切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ

3 土師 坪、 13. 6 5. 1 完形 E 磨 き ？ 調整不明 磨 き ？ 調整不明

4 II II 1 1. 1 4. 0 ½ BC ケ ズ リ →磨 き 磨 き

5 II ＂ 10. 2 3. 7 完形 BC 磨 き 磨 き

6 ＂ ＂ 12. 2 4. 2 完 形 C 磨 き 磨 き

7 II ＂ 1 1 .  8 4. 5 ％ B 磨 き 磨 き

8 須恵 壺 完 形 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ， 底部周辺 ． 静止 ケ ズ リ →ナ デ ロ ク ロ ナ デ

， 土師 鉢 16. 1 1 1 .  4 完 形 C ロ 縁 ． ナ デ， 胴 部 ． ケ ズ リ →磨 き 磨 き

10 ＂ 高杯 10. 2 6. 4 7. 1 完形 B 磨 き 坪部
部

： 磨 き
脚 ・ ナ テぃ

1 1  II II 10. 2 6. 8 5. 4 ％ B 調整不明 杯部 箆ナデ→磨き
脚部 ・ ナ デ

F M  l 区35号住居址

1 土師 甕 21.  4 6. 8 35. 3 ％ C ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ： 縦 ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ： ハ ケ→ ケ ズ リ

2 II II 19. 4 26. 8 ％ BC ロ 縁 ・ ケ ズ リ → ナ テ， 胴部 ケ ズ リ ロ 縁 ． ナ テ’

胴部 ’ ナ テ→

3 II II 20. 2 完形 BC 口 縁 ・ ナ デ， 胴部 ケ ズ リ ナ デ

4 須 恵 II 24. 3 ％ ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

5 土師 坪 13. 3 4. 2 ％ BC ケ ズ リ →磨 き 磨 き ， 馬 色処理

6 須 恵 蓋 13. 6 ¼ ロ ク ロ ナ デ カ エ リ 有

7 ＂ 坪、 14. 7 10, 5 4. 4 ％ ロ ク ロ ナ テゞ． 底部 ： 回転箆削 り ロ ク ロ ナ デ

8 土 r,ifj 台付鉢 11. 4 8. 8 15, 7 完形 C 口 縁 ： ナ デ， 胴部 ・ ケ ズ リ ， 脚 部 指頭押捺 ナ テ’

， 土師 甑 24. 6 ¼ C 口 唇 ： 面 と り ， 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ カ メ キ → ナ デ

F M  1 区27号住居址

1 土師 坪 13. 8 始 BC 調整不明 磨 き

2 ＂ ＂ 12. 0 ％ C 磨 き ， 底部周辺 ： ケ ズ リ →磨 き 磨 き

3 須 恵 蓋 11 .  8 完形 ロ ク ロ ナ デ， 天井部箆 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

4 ＂ 壺 9. 5 ½ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 ケ ズ リ → ナ デ ロ ク ロ ナ デ

5 土師 甕 23. 2 焔 B ロ 縁 ： ナ デ， 胴部 ’ 箆 ナ デ 口 緑 ： ナ デ
胴部 ． 箆ナ デ

出 土土 器観察表 12 
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No 種別
法 量 (cm ) 遺

度
存 色調

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備考器種 ロ 径 底径 器 高 外 面 内 面

FM 1 区37号住居址

1 須 恵 古戸J 巫般 16. 4 10. 7 6. 1 ％ ロ ク ロ ナ デ， 坪部下半 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ��

2 土師 甕 14. 7 13. 4 ％ D ロ 縁 ． ナ テ｀
， 胴部 ： ハ ケ， 底部 ： ハ ケ ロ 縁 ・ ハ ケ

胴部 ナ デ

3 II ＂ 16. 8 始 B ロ 縁 ナ デ→磨 き ， 胴部 ． ミ ガ キ ロ 縁 ナ デ→磨 き
胴部 ． 磨 き

4 須 恵 蓋 13. 2 ％ ロ ク ロ ナ デ， 天井部 ： 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

5 土 師 鉢 6. 0 2. 4 5. 3 完形 C ロ 縁 ． ナ デ， 胴部 ： ケ ズ リ → ナ デ 箆平滑化→ ナ デ

FM 2 区 3 号住居址

1 須 恵 坪、 14. 6 4. 4 ½ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ’ 静 止 ケ ズ リ → ナ デ ロ ク ロ ナ デ

2 ＂ ＂ 13. 8 3. 4 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 静止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

3 土師 ＂ 14.  0 4. 8 完形 D ロ 縁 ： ナ テ， 体部 ： ケ ズ リ → ナ デ 磨 き

4 II 甕 16. 0 7. 6 1 4. 6 ％ BC ロ 縁 ～ 胴 部 ロ ク ロ ナ デ， 底 部 周 辺
’

格子 タ タ キ ロ ク ロ ナ デ

FM 3 区 1 号住居址

1 須 恵 坪 1 3. 6 3. 5 ¼ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 箆起 し ロ ク ロ ナ デ

2 土 師 坪 9. 5 5. 7 完形 BC 口 縁 ナ デ， 体部 ～ 底 部 ケ ズ リ 口 縁 ： ナ デ
色処

， 体
理

部 ：
磨 き ， 黒

3 須 恵 '.ill! - 完形 ロ ク ロ ナ デ， 沈線区 画 ＋ 櫛 列点文 ロ ク ロ ナ デ

4 土 師 鉢 2 1 .  2 8. 7 14. 6 ½ BC ロ 縁 ・ ナ テ， 胴部 ケ ズ リ → ナ デ 磨 き ， 黒 色処理

F M l 区58号住居址

1 土師 甕 25. 8 1 1 .  0 30. 0 ％ B ロ 縁 ： ナ テ， 胴部 ケ ズ リ ， 底部 ： 木菓痕 ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ： 磨 き

2 ＂ ＂ 20. 6 ％ B ロ 縁 ・
ナ デ， 胴部 ケ ズ リ ， 2 次焼成受 け る 範平滑化

3 須 恵 坪 1 1. 4 4. 0 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 静止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

4 II 蓋 16. 2 ½ ロ ク ロ ナ デ， 天井部 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

F M 4 区 9 号住居址

1 須 恵 坪 1 3. 6 4. 2 完形 ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 静止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

2 II II 14. 4 5. 0 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転箆切 り →静 止 ケ ズ リ → ナ デ ロ ク ロ ナ テ�

3 土師 杯 15. 6 6. 0 ％ B ケ ズ リ →ナ デ 磨 き ， 黒 色処理

4 II 甕 5. 3 完形 D ノ ヽ ケ ノ ヽ ケ

FM 1 区 7 号住居址

1 須 恵 坪 14. 9 7. 2 4. 6 ½ ロ ク ロ ナ デ， 底部 · 回転糸切 り →静止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

2 土師 鉢 15. 2 1 1 .  7 ％ CD 調整不明， 底 部 周 辺 ： ケ ズ リ 口 縁 ： ナ デ
休部 ． カ キ メ ， ハ ケ

3 II 甕 13. 8 7. 5 14. 0 ％ D 調整不明， 底部 ： 木葉痕 調整不明 ， ハ ケ

4 ＂ ＂ 6. 0 ％ CD ノ ヽ ケ ノ ヽ ヶ

出 土土 器観察表 13 
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No. 種別 器種 法 載 (cm) 逍
度

存 色調
成 形 ・ 調 整 ・ 文 様

備 考
ロ 径 底径 器高 外 而 内 面

FM 1 区43号住居址

1 土師 坪 14. 1 6. 5 5. 1 ¾ D ロ 縁 ・ ナ テ．．
． 底音II · 静 止 ケ ズ リ 磨 き • 黒 色処理

2 須 恵 坪、 13. 0 8. 2 3. 8 ¾ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 静止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

3 II 坪 14. 4 7. 8 3. 7 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： ハ ケ状工具に よ る ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

4 ＂ II 14. 9 8. 4 3. 9 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： ハ ケ状工具に よ る ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

5 土師 片 ロ 1 1. 9 7. 9 3. 7 ¾ BC ケ ズ リ → ナ デ， 部分的 に 磨 き ， 底部 ： ケ ズ リ →磨 き ケ ズ リ → ナ デ

6 ＂ 甕 20. 4 ％ B ロ 縁 ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ． カ キ メ ロ 縁 ： カ キ メ
胴 部 ． ロ ク ロ ナ テ

7 須 恵 鉢 20. 1 8. 3 1 1 . 9 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： ナ テ
ぃ

ロ ク ロ ナ デ

FM 1 区52号住居址

1 土師 甕 20. 8 7. 5 38. 4 ％ CD ロ 縁 ’ ナ デ， 胴部 ： ハ ケ， 底部 ． ナ デ， 口 唇 ． 面 ト 口 縁 ． ナ テ�
1) 胴蔀 棧平治化・ハケ→ナテ・

2 II 坪 1 1. 6 4. 2 ％ B ケ ズ リ → ナ デ ナ デ

3 須 恵 耳、 10. 8 4. 2 3. 2 ¾ ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回 転 糸 切 り →静 止 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

4 ＂ II 15. 6 10. 6 3, 4 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転箆削 り ロ ク ロ ナ デ

5 ＂ ＂ 15. 1 4. 8 5, 0 ％ ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回 転 箆 切 り →静 止 ケ ズ リ → ナ デ ロ ク ロ ナ デ

FM 3 区21号住居址

1 土師 甕 18. 6 6. 2 18. 2 ％ BC ロ縁 ナ デ． 胴部
’ 箆 ナ デ ロ 縁 ： ナ デ

胴 部 ： ハ ケ

2 ＂ " 23. 4 ％ C ロ 縁 ． ナ テ
＇
， 胴部 ケ ズ リ 調整不明

3 須 恵 蓋 15. 8 1. 6 ％ ロ ク ロ ナ デ， 天井部
・ 回転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

4 土師 甕 16. 8 ％ C ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ， 胴 部 ： 調整不明 ナ テナ

5 II II 6. 4 ％ D ノ ヽ ケ 箆ナ テ', ナ デ

FM 1 区13号土猥

1 須 恵 蓋 ½ ロ ク ロ ナ デ， 天井部 ： 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

2 土師 甕 20. 7 ％ CD ロ 縁 ・ ナ デ， 胴部 ・ ハ ケ 口 縁 ． ナ テ
ゥ

胴部 ： ハ ケ

3 II ＂ 22. 7 (8. 2 )  (35. 6) ％ D ロ 縁 ナ デ． 胴部 ： ハ ケ→粘土塗布 ハ ケ → ナ デ

FM l 区36号住居址

1 須 恵 坪 13. 2 7. 0 3. 6 完形 ロ ク ロ ナ デ， 底部 同 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

2 ＂ 蓋 13. 5 尻 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

3 土師 甕 9. 8 6, 4 12. 2 ％ D ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回 転 糸 切 り ， 底部周辺 ・ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ:

4 ＂ ＂ 19. 6 ％ CD ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ カ キ メ

5 ＂ ＂ 10. 9 ％ D ロ ク ロ ナ デ ナ テ�

6 ＂ ＂ 21 .  7 ％ BC ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 カ キ メ →ナ テ＊

7 II II 21 .  6 3 1 .  2 ¾ BC ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ カ キ メ ・ ハ ケ → ナ
デ

出 土土器観察表 14 
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法 絨 (cm) 逍
度存No. 種別 器種 ロ 径 底径 器高

色調

FM 1 区36号住居址

8 土師 鍋 26. 2 ％ BC 

9 ＂ 甕 24. l ¾ C 

FM 1 区66号住居址

1 土師 坪 14. 2 6. 2 3. 7 ％ B 

2 須 恵 坪 13. 8 6. 7 4. 0 ％ 

3 ＂ 坪 1 1. 2 6. 7 3, 6 ％ 

4 ＂ ＂ 1 5. 6 9, 2 6. 7 ％ 

5 ＂ 蓋 1 7. 5 4. 7 完形

6 土 師 甕 30. 0 始 CD 

7 II ＂ 22. 0 ％ BC 

FM 1 区 13号住居址

1 須 恵 空— 丘 12. 6 ％ 

2 ＂ 坪 12. 2 6. 2 3. 8 完形

3 II II 9. 6 6. 6 3. 7 完形

4 ＂ 蓋 13. 0 3. 2 ％ 

5 II ff 13. 4 2. 7 ％ 

6 土師 甕 23. 2 ％ BC 

7 ＂ ＂ 24. 0 33. 8 完形 BC 

FM 1 区3 1号住居址

1 土師 坪 12. 4 5. 4 4. 2 ％ C 

2 II II 13. 8 6. 2 4. 2 ％ BC 

3 ＂ ＂ 13. 2 6. 7 4. 0 ¾ B 

4 須 恵 ＂ 16. 0 9. 2 4. 1 完形

5 ＂ II 1 3. 0 8. 1 4. 0 完形

6 ＂ II 12. 6 5. 7 3. 4 ％ 

7 II ＂ 1 3. 7 7. 0 3. 5 ％ 

8 ＂ II 12. 8 5. 3 4. 0 ¾ 

， ＂ ＂ 12. 6 6. 2 3. 8 完形

10 ＂ ＂ 13. 5 6. 2 4. 2 ％ 

1 1  土 師 甕 24. 5 ％ 

12  ＂ II 24. 2 33. 8 完形

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備考外 面 内 面

ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ デ
胴部 ： カ キ メ →ナ テ

’

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転糸 切 り →静止 ケ ズ リ 磨 き ． 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ． 底部 ： 回 転 糸 切 り → 回転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ’

ロ ク ロ ナ デ， 底部 9
回転糸切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ', 天井部 ： 回転 ケ ズ リ 2 ロ ク ロ ナ デ

ロ 縁 ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ→ ハ ケ → ケ ズ ロ 縁 ． ロ ク ロ ナ デ
' )  桐部 ． ロ ク ロ ナデ→ハケ

ロ 縁 ～ 胴上半
’ ロ ク ロ ナ テ·, 胴 下半 ： ケ ズ リ 叫H月上半 ロ ク ロナデ

胴下半 ． ハ ケ

胴部 ： 平行 タ タ キ ， 沈線 2 ' 胴下半 ： ケ ズ リ ， 底 ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ デ
部 ： 木葉痕 胴部 ． ナ テい

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ テ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回転箆削 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 天井部 ： 回 転 ケ ズ リ 2 帯 ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ． 天井部 ： 回転 ケ ズ リ 2 帯 ロ ク ロ ナ デ

口 唇 ： 面 と り ナ デ， 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ロ 縁 ナ テ合

ズ リ 胴部 カ キ メ

口 縁～ 胴上半 ： ロ ク ロ ナ デ， 胴 下半 ： ケ ズ リ ロ 縁 ． ロ ク ロ ナ デ
胴部 カ o\' I · ハケ→ナデ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り →静 止 削 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ、 回 転 糸 切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ、 回 転 糸 切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ， 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 回転糸切 り ロ ク ロ ナ テ�

ロ ク ロ ナ デ， 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ底部 ： 回転糸切 り
ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ底部 ： 回転糸切 り

ロ ク ロ ナ デ 調整不明

ロ 縁 ～ 胴上半 ． ロ ク ロ ナ デ→ ナ デ， 胴下半 ： ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ＇ カ キ メ ， ハ ケ→ナテ‘

出 土土器観察表 1 5 
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法 紐 (cm) 遺
度

存No. 種別 器種 ロ 径 底径 器高
色調

FM 1 区47号住居址

1 土師 坪 12. 8 5. 4 3. 9 ％ C 

2 ＂ II 13. 0 6. 0 4. 0 ％ B 

3 II II 17. 3 7. 2 5. 2 ½ D 

4 須 恵 ＂ 13. 1 6. 3 3. 1 完形

5 ＂ ＂ 13. 8 7. 0 3. 8 ½ 

6 ＂ ＂ 13. 2 6. 3 3. 8 完形

7 ＂ ＂ 1 3. 2 6. 6 3. 6 ％ 

8 II ＂ 12 . 3 6. 2 3. 6 ¼ 

， 土師 寝 14. 6 6. 4 12. 8 ％ D 

1 0  II ＂ 14 . 2 ½ BC 

11  II II 24. 0 36. 2 ％ BC 

12  ＂ II 2 1 .  9 ½ B 

1 3  II ＂ 24. 4 ％ B 

1 4  ＂ II 21 .  8 ％ B 

1 5  II II 22. 9 焔 C 

16  II ＂ 24. 0 ％ B 

FM 1 区50号住居址

1 土師 甕 22. 7 尻 C 

2 ＂ II 23. 2 ％ C 

8 II ＂ 13. 4 5. 2 1 2. 9 ¾ A 

FM 1 区64号住居址

1 須 恵 長頸瓶 9. 6 ％ 

2 土師 坪 19. 6 6. 5 5. 9 ½ D 

3 須恵 // 12. 9 6. 0 6. 1 ¾ 

4 土師 甕 22. 3 ½ C 

5 ＂ II ％ B 

FM 1 区61号住居址

1 土師 坪、 1 5. 5 5. 8 4. 9 ％ C 

2 須 恵 ＂ 1 3. 4 8. 8 3. 8 ½ 

3 土師 甕 12. 1 6. 0 1 2. 0 ½ BC 

4 II II 25. 4 27. 8 ％ D 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様 備 考
外 面 内 面

ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回転糸切 り → 回 転削 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り → 回 転削 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き
黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ， 箆 記号 「 V 」 ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ
｀
， 底部

’
回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ 縁 ～ 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ， 底部周 辺 ： ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ底部 ： 回 転 糸 切 り

ロ ク ロ ナ デ 調 整不明

ロ 縁 ～ 胴上半
・ ロ ク ロ ナ デ， 胴下半 ケ ズ リ ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ デ

肘部 ’ ハケ， カ キ メ →ナテ’

ロ 縁～ 胴上半 ロ ク ロ ナ デ， 胴下 半 ロ ク ロ ナ デ→ ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ デ
ケ ズ リ 胴 ナ テ

キ

ロ 縁 ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

ロ 緑 ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ． ケ ズ リ 口 縁 ・ ロ ク ロ ナ テ
胴部 ． ナ テr

ロ 緑～ 胴上半 ． ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ’ ロ ク ロ ナ デ→ ケ ロ 縁
・ ナ デ

ズ リ 胴部 カ キ メ ， ハ ケ

ロ 縁 ～ 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ ロ 緑 ナ デ
胴部

’ カ キ メ

ロ 縁 ～ 胴上半 ． ロ ク ロ ナ デ， 胴下半 ： ロ ク ロ ナ デ→ ロ 縁 ロ ク ロ ナ デ
ケ ズ リ 胴部 ． カ キ メ ， ハ ケ

ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ デ， 胴部 ： ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ 口 縁 ロ ク ロ ナ デ
胴部 ． ハ ケ

ロ 縁 ナ デ， 胴上半 ： ハ ケ； 胴 下 半
’

平 行 タ タ キ 調整不明

ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部調整不明 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ 縁～ 胴 上半 ： ロ ク ロ ナ デ， 胴下半 ． ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 カ キ メ ， ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ カ キ メ ， ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回 転 糸 切 り 磨 き

ロ ク ロ ナ テ．， 底部 ： 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ令
． 底部 ． 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ テ�

ロ 縁 ～ 胴上半
’ ロ ク ロ ナ デ， 胴 下半 ： ケ ズ リ ， 底 ロ 縁 ： ロ ク ロ ナ テ

部 ： 平行 タ タ キ 胴部 ． カ キ メ ， ナ テ
・

出 土土器観察表 16 
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N 租i別 器種 法 餓 (cm) 瑣度存 色 調0. ロ 径 底径 器 品

FM 1 区61号住居址

5 土 師 甕 23. 8 泊 C D  

6 ＂ II 22. 0 32. 9 ％ C 

7 II II 27. 0 ％ C D  

FM Z 区25号住居址

1 須 恵 杯 13. 1 5. 2 3. 8 ％ 

2 士師 甕 20. 0 ％ BC 

3 ＂ II 22. 7 焔 BC 

4 ＂ ＂ 23. 4 ％ C 

FM 1 区32号住居址

1 須 恵 坪 12. 8 6. 5 3. 9 ½ 

2 ＂ ＂ 1 2. 7 6. 6 3. 8 ％ 

3 ＂ ＂ 12. 5 7. 1 3. 7 完形

4 土師 坪 13. 4 5. 8 3. 7 完形 BC 

5 II ＂ 12 .  8 5. 8 4. 6 ％ B 

6 ＂ II 16. 8 6. 0 6. 0 ¾ BC 

7 ＂ 甕 23. 6 ％ B 

FM 1 区45号住居址

1 須 恵 坪 1 1. 8 8. 3 3. 6 ½ 

2 ＂ ＂ 13. 3 8. 0 4. 0 完形

3 土 師 坪 1 3. 2 7. 1 4. 4 ½ BC 

4 ＂ ＂ 13. 5 7. 2 3. 7 ％ BC 

5 ＂ ヽヽ｀ ニ
完形 C 

チ ュ ア

6 ＂ 甕 1 1 .  8 6. 4 9. 7 ％ D 

FM 1 区34号住居址

1 土師 坪、 13. 0 6. 2 3. 9 ％ D 

2 ＂ ＂ 13. 4 7. 1 3. 6 ％ C D  

3 II 甕 13. 5 始 BC 

4 II II 14.  l 燐 BC 

5 ＂ ＂ 22. 4 属 D 

6 ＂ ＂ 20. 1 尻 D 

7 ＂ II 24. 1 桧 BC 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備考外 而 内 面

ロ ク ロ ナ デ カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ 縁 ． ロ ク ロ ナ デ
胴部 ’ カ キ メ ， ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ カ キ メ ， ハ ケ → ナ
デ

ロ ク ロ ナ テゞ
， 底部

’
回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ ロ 縁 ： ナ テ
胴部 ： カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ 口 縁 ： ナ デ
胴部 ： カ キ メ

ロ ク ロ ナ テ', 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ テ

ロ ク ロ ナ テ‘ヽ
， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ·. 底部 回転糸切 り → 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

ロ ク ロ ナ テ， 底部
’ 回転糸切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り →静 止 ケ ズ リ 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底 回転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ナ デ ナ テ

ロ ク ロ ナ テ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回転 ケ ズ リ 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ テ ロ ク ロ ナ テ

ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ． 胴
部 ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ 縁 ： ナ デ
胴部 ： カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ→ カ キ
メ →ナ デ

出 土土 器観察表 1 7  
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法 絨 (cm) 逍
度

存
No. 種別 器ct.ifl ロ 径 底径 器 高

色 調

F M  1 区34号住居址

8 土師 甕 24. 7 ％ BC 

， ＂ ＂ 26. 3 格 BC 

10 II II 23. 8 ％ BC 

1 1  II II 22. 3 ½ D 

12 ＂ ＂ 24. 8 ％ CD 

FM I 区42号住居址

l 土師 蓋 14. 0 4. 4 ½ B 

2 須 恵 坪 12. 9 6. 3 3. 8 完形

3 ＂ ＂ 13. 0 6. 0 3. 8 ％ 

4 土師 坪 12. 9 6. 0 4. 1 完形 CD 

5 II ＂ 13. 1 6. 2 4. 8 ½ CD 

6 ＂ ＂ 15. 0 7. 1 4. 8 完形 BC 

FM 1 区60号住居址

1 土師 坪 13. 0 5. 3 4. 4 ％ CD 

2 ＂ II 1 3. l 5. 2 3. 6 ％ BC 

3 ＂ ＂ 12. 9 6. 7 4. 4 完形 BC 

4 II 甕 9. 5 4. 9 10. 7 完形 B 

5 II ＂ 20. 3 ％ CD 

6 ,, II 25. 3 兄 CD 

FM 2 区 5 号住居址

1 土師 坪、 10. 0 4. 4 3. 2 ％ BC 

2 ＂ II 1 1 .  0 5. 0 3. 0 ％ B 

3 II ＂ 10. 4 4. 0 2. 9 ％ B 

4 ＂ ＂ 1 1 .  5 4, 2 3. 3 ％ CD 

5 II II 1 3. 9 5. 8 4. 6 ％ B 

6 ＂ II l l .  2 6. 4 5. 0 ％ B 

7 II II 14 .  1 6. 1 6. 2 ％ BC 

8 ＂ ” 15, 0 6. 2 6. 7 孤 CD 

， 灰 釉 壺 20. 2 ％ A 

10  土師 甕 22. 8 ％ D 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備 考

外 而 内 面

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ→ カ キ
メ → ナ デ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ カ キ メ → ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ カ キ メ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ→ カ キ
メ

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ�

方形の つ ま み部． 調整不明 調整不 明

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底 回転糸切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回転糸切 り 磨 き

ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回転糸切 り ナ デ ？

ロ ク ロ ナ テ．
， 底部 回 転 糸 切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ 縁 ． ナ デ， 体部 ： ケ ズ リ ， 底部 · ヶ ズ リ ナ テ今
， 箆ナ テ今

ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ カ キ メ ． ナ テ�

ロ ク ロ ナ デ→ カ キ メ → ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ→ カ キ
メ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回 転 糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テナ 磨 き ，
有

黒 色処理
暗文

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ 磨 き ， 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ， 平 行 タ タ キ ロ ク ロ ナ デ

出 土土器観察表 18 
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法 量 (cm) 遺
度

存No. 種別 器種 ロ 径 底径 器高
色 調

FM 1 区25号住居址

1 須 恵 坪 14. 0 6. 4 3. 8 ％ 

2 II ＂ 13. 8 6. 1 4. 0 ％ 

3 土 師 II 1 2, 0 6. 0 3. 9 ％ C 

4 ＂ If 1 2. 8 6. 0 3, 8 ½ B 

5 ＂ II 1 5. 1 6, 7 4. 9 ¾ C 

6 II ＂ 14.  6 5. 8 5. 2 ％ C 

7 ” II 15.  6 6. 4 5. 2 属 B 

8 ＂ /I 15. 2 ％ C 

， ＂ 甕 12. 6 ½ D 

10 II ＂ 22. 2 ％ B 

1 1  II ＂ 1 1 . 9 6. 6 12.  2 ％ D 

12  ＂ ＂ 6. 0 ％ D 

Y D 2 区 1 号住居址

1 土師 甕 23. 1 3. 4 3 1. 2 ％ B 

2 II 杯 13.  l 6. 1 3. 9 ％ A B  

3 II II 16. 5 7. 4 6. 9 ¾ C D  

4 II 鍋 34. 8 21 .  4 ％ BC 

Y D 2 区33号土塘

1 須 恵 坪 1 3. 5 6. 0 4. 6 ¼ 

2 ＂ ＂ 1 3. 6 6. 2 3. 9 ¾ 

3 II ＂ 13. 5 6. 5 3. 5 完形

4 ＂ ＂ 13. 4 ％ 

5 土 師 .Illl 13. 0 7. 3 3. 5 ¾ B 

6 " 坪 1 2. 7 6. 2 4. 0 ½ BC 

7 II ＂ 1 2. 5 5. 7 4. 7 ¾ BC 

8 II ＂ 12. 8 6. 4 4. 6 ％ B 

， II ＂ 15. 5 7. 3 4. 7 ½ A B  

10 ＂ II 16.  7 ( 7. 8) (6. 5) 尻 B 

1 1  II II 17. 8 6. 0 5. 3 ½ B 

12  II II 25. 2 ¼ BC 

13 須恵 g:;: ギ 9. 4 ½ 

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備考

外 面 内 面

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ テ�

ロ ク ロ ナ テ
．．
， 底部 ： 回転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り →静止 ケ ズ リ 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部
・

回 転 糸 切 り 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ’ 回 転 糸 切 り → 回 転 ケ ズ リ 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ テ， 底部
・

回 転 糸 切 り →静 止 ケ ズ リ 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ テ ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ→ ケ ズ リ カ キ メ ， ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ 縁 ～ 胴上半 ： ロ ク ロ ナ デ， 胴下半 ： ケ ズ リ ロ 縁 ナ テt

胴部 ， カ キ メ ， ハ ケ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 墨 書

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 静止 ケ ズ リ 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ ノ ヽ ヶ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ テ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ， 底部
＇

回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ テ� ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回 転 糸 切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回転糸切 り 磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 9 回 転 糸 切 り 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 ： 回転糸 ケ ズ リ 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ デ， 底部 · 回 転 糸 ケ ズ リ 磨 き • 黒 色処理

ロ ク ロ ナ テ→
磨 き • 黒色処理

ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ テ

出 土土器観察表 1 9 
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No. 種別 法 龍 (cm ) 遣
度

存
色調

成 形 ・ 調 整 ・ 文 様
備考器

種 ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

Y D 2 区33号土猥

14 土師 片 口 鉢 18. 6 9. 2 1 1 . 7 ¼ CD ロ ク ロ ナ デ→ ケ ズ リ 磨 き • 黒色処理

15 ＂ 甕 12. 4 5. 3 1 1 . 3 ％ D ロ ク ロ ナ デ． 底部 ： 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ テ

16 須 恵 碑- ％ ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

FM 5 区 1 号住居址

1 土師 坪 8. 7 4. 5 1. 7 ½ B ロ ク ロ ナ デ， 底部
’

回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

2 ＂ ＂ 8. 6 4. 2 1. 7 完形 A B  ナ テ， 底部 ： 回転糸切 り ナ デ

3 ＂ ＂ 8. 6 4. 7 2. 0 ½ B ナ デ ナ デ

4 ＂ II 8. 6 4. 1 1. 4 ½ A B  ナ デ， 底部 回 転 糸 切 り ナ テ

5 ＂ II 8. 4 4. 4 1. 5 ％ A B  ナ デ， 底部
’

回転糸切 り ナ デ

6 /I II 9. 0 3. 0 1. 6 ％ A B  調 整不明， 底部 ： 回 転 糸 切 り 調整不明

7 ＂ ＂ 8. 9 3. 6 2. 3 ½ BC ロ ク ロ ナ テ， 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ テ

8 ＂ II 8. 7 3. 7 1. 8 ½ C ナ デ， 底部
’

回転糸切 り 調整不明

， II ＂ 8. 9 3. 6 2. 0 ％ AB 調整不明 調整不明

10 II ＂ 8. 7 4. 3 1. 9 烙 BC 調 整不明， 底部 ： 回転糸切 り 調整不明

11 II II 8. 5 3. 3 2. 2 完形 CD 調 整不明， 底部 ： 回転糸切 り ナ デ

1 2  !I ＂ 8. 4 3. 9 1. 7 ¼ AB ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り ナ デ

13 ＂ 高台坪 12. 9 5. 0 4 . 5 ½ BC ロ ク ロ ナ デ． 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ

14 II ＂ 15. 0 ％ B ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

FM 5 区 2 号土堀

1 土師 杯 8. 6 3. 2 1. 5 属 CD ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ナ デ

2 II II 7. 8 3. 8 1. 6 完形 CD ナ テ， 底部 ． 回転糸切 り ナ デ

3 II ＂ 8. 0 3. 7 1 . 8 ％ CD ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ナ デ

4 ＂ II 8, 9 4. 0 1. 9 完形 D ナ デ， 底部 ． 回転糸切 り ナ デ

5 ＂ ＂ 9. 2 4 . 0 l. 8 尻 C 調整不明， 底部 回 転 糸 切 り ナ デ

6 II II 9. 3 4. 7 1. 6 ％ B ナ デ， 底部 ： 回転糸切 り ナ テ�

7 ＂ 皿 9. 0 4. 5 2. 1 ½ D ナ デ ナ デ

8 II 坪 13. 8 ¼ BC ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

， ＂ ＂ 13, 5 城 BC ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

10 II ＂ 14, 1 閾 CD ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

1 1  ＂ 鉢 1 7, 2 ％ CD ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ

12 ＂ llll 14. 7 8. 1 3. 4 ％ C ロ ク ロ ナ デ ナ テ

出 土土器観察表 20 
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虞 i � 
i··· 号法

詞
<> 2  （ 頁 岩 ） ＜立＞

くこ> 1 I Z ・ 検 出 面
く こ4 M B 15号溝

I Z ・ 検 出 面 （ 懇 耀 石 ） （ 蛇紋岩）
（ 患耀 石 ） I Z ·  検 出 面 ( /!AB/i,石 ） M B 4 号住 5 

（ チ ャ ー ト ） 。

2 F: 碑12号住 1 鉄 ） M B 15号溝 （ チ ャ ー ト ）

c..==:::: ノ 14

［ ] 1 5 16 F M 13区15号住 （ 蛇紋岩）
（ ：ぶ ,:ご）検 出 面 （蛇紋岩）

Y D 1 区 6 号溝 （ 蛇紋岩）

18 � こ 19

〔 . 慾·.•
怨 〕 こ沈 二）淡

M B 15号溝 M B 検 出面

こ

3
 
ー鳳圏

区
住
ー

号

．．
 

M
64

主号

F
 

12
1

m
 

間
©
廷
g

M
 

F
 

l �  _J I 2 12号土拡
（蛇紋岩）

20 

C――二）
M B 15号溝

21 

M B 4 号住

ロニ
M B 15号溝

23 こ M B 検出 ffii

図156 石器 • 金属器類実測図①( 1  : 2) 
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24 

F M 3 区 18号住

ご
f 24 

ロ
Y D 2 区 33号土堀

□ 
Y D 1 区 検 出 面

29 

□ C� 
F M l 区 18号住

30 
ヽ ヽ ゞ 28 26 D OD D こ／ロヘM B 検 出 面

M B 検/J\ ffiJ F M S 区 10号住 F M l 区 32号住

0 ゜
F M 3 号 9 号住

I 

31 

\[ ゜ 33 

[J□'"'区 り 3442 号住 F M 2 区 検 出 面 F M 6 区 1 号住

図 157 石器 • 金属器類実 測 図②( 1  : 2 )  
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図 1 58 出土瓦拓影

FM 2 区13号溝址出土鵠尾破片

FM 2区5住居址出土八稜鏡 FM l 区9 号溝址出土銅鏃
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第 4 紅 考 察

1 ニ ツ 宮 ( FM) 遺 跡 1 区 9 号住居址 出 土 の 須 恵 器 に つ い て

無蓋高坪 （図86 - 1 2) 

ロ 径18. 5cm、 脚端部径12. 0cm、 基部径6. 2cm、 器高13. 4cmを 測る。 口縁部は広く外反しながら 立 ち上がり 、 端

部は丸く 仕上げられている。 脚部は 「ハ」 字形に外反し 、 端部は弱い段をなしている。 体部には12- 13条を 1 帯

とする波状文か 巡らされ 、 その上部には2 条の 凸線が形作ら れている。 杯底部外面約 M に 回 転ヘラケ ズ リ が施さ

れ 、 時 計 回 り の ロ ク ロ 回転方 向が看取される。 脚部の ス カ シは長方形を 3 カ所に配置し 、 切取り痕はその ま まで

面取り等は施さ れていない。 胎土には0. 5mm -2. 0 mmの 白色砂粒を多羅に含み緻密で ある。 焼成は良好 · 堅緻で 、

内外 面 共に暗青灰還 元色を呈すが、 若干の芯を残す。 土器を正置 し て焼成 し た こ とを示すよ う に 、 暗緑灰色の自

然釉が降着している。 坪底部内 面には重ね焼 きの痕跡

と思われる 径9. 5cmの 自 然 釉 未 降 着部分がある。 把手

を貼付した痕跡が波状 文施文帯に 1 カ所残ってお り 、

凸線か ら 文様帯にかけて付さ れていた も のと 思わ れる。

坪底部外面ヘラ ケ ズ リ 部分から波状文施文帯にかけて

の一部に 5 本のヘラ キ ズ （ヘラ記号 ？ ） が認められる。

器形 、 調整 、 胎土等からも極めて和泉陶邑窯製品に

近似している状況が看取される。 時期は和泉陶邑窯編

年 I 型式 4段階併行 （ 中 村1978) に相当するものと思

料さ れる。

述 （図86 - 13) 

口頸部を 欠損し体 部のみ であるが、 基部径7. 4cm 、 体部最 大径16. 7cm、 現存高12. 2cmを測る大形超で ある。 体

部は明瞭な肩を有し 、 体部最 大径が体部中央より上方に位置する。 2 条のヘラガ キ 沈線の間に 6 - 7 条を 1 帯と

する波状文を施文し肩部と体部を 区画している。 文様帯上

に器面 主軸に 対して約60 ' 内傾する 径1 . 4cmの円孔を 1 個

穿っている。 底部は10-11 本を 1 原体とするラセン状の平

行叩 キ 調整を ス リ ケ シて丁寧に 仕 上げられている。 胎土は

緻密で0 . 5mmの 白色砂粒を多量に含むと共に4. 0 mmの小石を

若干含んでいる。 焼成は良 好 ・ 堅緻で 、 乳 白色の自然釉が

肩部上面にのみ降着している。 外 面は灰色 、 内面は青灰 白

色を呈している。

無蓋高坪と同様に時期は和泉陶邑窯編年 I 型式 4段階併

行に相当する も のと思われる。

両須恵器共に和泉陶邑窯製品に近似し 、 同窯産の製品で ある可能性が考え ら れる。 しかし松 ノ 山窯産須恵器に

みら れる陶邑産的な形態的特徴や善光寺平で近年 出土例の増えている 初期 須 恵器との関 連を勘案すると、 現状で

確認されていない在地窯の 存在 も 否定できない。 （飯島哲也）
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